
デジタルビデオ カメラ/レコーダー

取 扱 説 明 書

品番　AG-

このたびはAG-DVX100Aをお買い上げいただき、まことにありがと
うございました。
Oこの取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
そのあと保存し、必要なときにお読みください。

保証書別添付

保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必
ず確かめ、販売店からお受け取りください。
製造番号は、品質管理上重要なものです。お買い上げの
際は、製品本体と保証書の製造番号をお確かめください。

本機で使用できるカセットは、Ò マークの付いたデ
ジタルビデオカセットテープです。

著作権 (録画テープの取り扱い)
あなたがビデオで録画したテープは、個人として楽しむ
ほかは、著作権法上、権利者に無断で使用はできません。

ご使用後は、忘れずに電源スイッチを切ってください。

上手に使って、上手に節電

ÒNTSC
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OLEICA/ライカは、ライカマイクロシステム IRGmbHの登録商標です。
ODICOMAR/ディコマーは、ライカカメラAGの登録商標です。
その他、この説明書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録商
標です。
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安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいた
だくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で
区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は、絵表示の一例です。）

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う危険が切迫して生
じることが想定される」内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定され
る」内容です。

危険
警告

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生
する可能性が想定される」内容です。注意

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容
です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

危険

バッテリーを炎天下（特に真夏
の車内）など、高温になるとこ
ろに放置しない

液漏れ・発熱・発火・破裂につ
ながります。

禁　止

バッテリーを分解・加工（はん
だ付けなど）・加圧・加熱・火
中投入などをしない

液漏れ・発熱・発火・破裂につ
ながります。

禁　止

バッテリーの端子部（+と-）
に金属物（ネックレスやヘアピ
ンなど）を接触させない

Oビニール袋などに入れ、金属物と接触
させないようにしてください。

液漏れ・発熱・発火・破裂につ
ながります。

禁　止

Oバッテリーを指定以外の機器に使わな
いでください。

O不要（寿命）になったバッテリーについて
は、11ページを参照してください。

バッテリーの充電は、専用の充
電器を使う

機器の形状が同じでも性能が異
なると、バッテリーの液漏れ・
発熱・発火・破裂につながりま
す。
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安全上のご注意 必ずお守りください

警告

機器が濡れたり、水が入らない
ようにする!

火災や感電の原因になります。
雨天・降雪・海岸・水辺での使
用は、特にご注意ください。

AC コード・電源プラグが破損
するようなことはしない!
傷つけたり、加工したり、高温
部に近づけたり、無理に曲げた
り、ねじったり、引っ張ったり、
重いものを載せたり、束ねたり
しない!

傷んだまま使用すると、感電・
ショート・火災の原因になりま
す。

Oコードやプラグの修理は、お買い上げ
の販売店にご相談ください。

禁　止

表示された電源電圧以外は使用
しない!

火災や感電の原因になります。

禁　止

指定のカバー以外は外さない!

O点検・整備・修理は、お買い上げの販
売店にご依頼ください。

感電の原因になります。

分解禁止

定格出力以上の負荷をとらない!
火災の原因になります。

禁　止

不安定な場所に置かない!
落ちたり、倒れたりして、けが
の原因になります。

禁　止

AC コードや接続コードに重い
ものを載せない!

本機の下敷きにならないよう注
意してください。
コードが傷ついて、火災や感電
の原因になります。禁　止

付 属 品 ・ オ プ シ ョ ン は 、
指定の製品を使用する!

本体に誤って指定外の製品を使
用すると、火災や事故を起こす
原因になります。

機器の開口部から異物を差し込
んだり、落とし込んだりしない!

火災や感電の原因になります。

禁　止

本機を改造しない!
火災や感電の原因になります。

分解禁止

水場で使用しない!
火災や感電の原因になります。

水場使用禁止
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電源プラグは、根元まで確実に
差し込む!

火災や感電の原因になります。
傷んだプラグやゆるんだコンセ
ントのまま使用しないでくださ
い。

本機を落としたり破損した場合
や、内部に異物や水などが入っ
た場合は、POWER スイッチを
切り、電源（プラグ）を抜く!

Oお買い上げの販売店にご相談くださ
い。

そのまま使用すると、火災や感
電の原因になります。

電源プラグを抜く

Oお買い上げの販売店にご相談くださ
い。

AC コードが傷んだ場合は、交
換を依頼する!

そのまま使用すると、火災や感
電の原因になります。

安全上のご注意 必ずお守りください

警告

煙が出ている、変なにおいや音
がするなどの異常状態の場合
は、POWER スイッチを切り、
電源（プラグ）を抜く!

Oお買い上げの販売店に修理を依頼して
ください。

そのまま使用すると、火災や感
電の原因になります。

電源プラグを抜く

Oお買い上げの販売店にご相談くださ
い。

本機を落としたり破損した場合
や、内部に異物や水などが入っ
た場合は、POWERスイッチを
切り、バッテリーを外す!

そのまま使用すると、火災や感
電の原因になります。

Oお買い上げの販売店に修理を依頼して
ください。

煙が出ている、変なにおいや音
がするなどの異常状態の場合
は、POWER スイッチを切り、
バッテリーを外す!

そのまま使用すると、火災や感
電の原因になります。

乾電池やバッテリーは、極性
（＋, ー）を正しくつなぐ!

破裂や液漏れにより、火災やけ
が、周囲の汚染原因になります。

機器使用の乾電池/バッテリー
を、お子さまの手の届く所に置
かない！

電池は、お子さまの手の届かな
いところに置く。

O万一、飲み込んだ場合は、医師に相談
してください。

禁　止
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安全上のご注意 必ずお守りください

注意
ACコードを熱器具に近づけな
い!

コードの被覆が溶けて、火災や
感電の原因になる恐れがありま
す。

禁　止

ぬれた手で電源プラグやコネク
ターに触れない!

感電の原因になる恐れがありま
す。

禁　止

プラグやコネクターを抜くとき
は、コードを引っ張らない!

O必ずプラグやコネクターを持って抜い
てください。

コードが傷つき、火災や感電の
原因になる恐れがあります。

禁　止

本機の通風孔をふさがない!

O風通しの悪い所に押し込まないでくだ
さい。

Oテーブルクロスを掛けたり、じゅうた
んや布団の上に置かないでください。

内部に熱がこもり、火災の原因
になる恐れがあります。

禁　止

カセットテープ挿入口に、指を
はさまれないように注意する!

けがをする恐れがあります。

指に注意

長期間使用しないときは、電源
プラグをコンセントから抜く!

火災の原因になる恐れがありま
す。

電源プラグ
を抜く

長時間使用しないときは、バッ
テリーを外す!

火災の原因になる恐れがありま
す。

移動させる場合は、POWERス
イッチを切り、プラグを抜き、
外部の接続コードを外す!

コードが傷つき、火災や感電の
原因になる恐れがあります。

油煙や湯気、湿気やほこりの多
い場所に置かない!

火災や感電の原因になる恐れが
あります。

禁　止

運転中や歩行中は、操作や鑑賞
をしない!

操作や鑑賞をする場合、必ず車
を停止させて行ってください。
事故の原因になります。

禁　止
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O病院などで使うときも、病院の指示に従っ
てください。

安全上のご注意 必ずお守りください

注意
専用のACアダプター以外は使
用しない!

定格外の AC アダプターを使用
すると、火災の原因になる恐れ
があります。

禁　止

雷が鳴り出したら、本機の金属
部や ACアダプターなどの電源
プラグにふれない!

落雷すると、感電につながりま
す。

使用時は、安定した場所と、充
分な体勢を確保する!

けがや事故につながる恐れがあ
ります。

飛行機内で使うときは、航空会
社の指示に従う!

本機が出す電磁波などにより、
飛行機の計器に影響を及ぼすお
それがあります。

不安定な場所で、三脚を使わな
い!

倒れると、けがをする恐れがあ
ります。

禁　止

接触禁止

コードやショルダーベルトを下
にたらさない!

触れたり、引っかけたりする
と、落ちてけがをする恐れが
あります。

禁　止

高温になるところに放置しない!

特に真夏の車内、車のトラン
クの中は、想像以上に高温
（約60℃以上）になります。
カセットテープやビデオカメ
ラを絶対に放置しないでくだ
さい。外装ケースが変形する
だけでなく、内部部品も破損
し、故障の原因となります。
そのまま使うと、ショートや
絶縁不良で発熱し、火災・感
電のおそれがあります。

禁　止

レンズやファインダーを太陽や
強い光源に向けたままにしない!

集光により、内部部品破損の
原因となり、破損したまま使
うと、ショートや絶縁不良で
発熱し、火災のおそれがあり
ます。

禁　止

バッテリー（パック）を充電し
ているときは、周囲に燃えやす
いものを置かない!

火災や感電の原因になる恐れが
あります。

禁　止
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安全上のご注意 必ずお守りください

注意
お手入れの際は、POWER スイッ
チを切り、電源（プラグ）を抜く!

火災や感電の原因になる恐れが
あります。

電源プラグ
を抜く

お手入れの際は、POWERスイ
ッチを切り、バッテリーを外す!

火災や感電の原因になる恐れが
あります。

指定外の乾電池やバッテリー
は、使用しない!

破裂や液漏れにより、火災やけ
がの原因になる恐れがあります。

禁　止

1 年に 1 度ぐらいは、販売店に
内部の掃除の相談をしてください

本機の内部にほこりがたまった
まま、使用すると、火災や故障
の原因になる恐れがあります。

ボタン電池の +・- 部に金属
物（ネックレスやヘアピンなど）
を接触させない!

Oビニール袋などに入れ、金属物と接触
させないようにしてください。

接触すると、液もれ・発熱・発
火・破裂などを起こし、けがを
するおそれがあります。

禁　止

次の点にご留意ください。
O大切な録画（結婚式など）の場合は、必ず事前に試し撮りし、正常に録画・録音されているこ
とを確認してください。

Oビデオカメラ、本機およびテープの使用中、万一これらの不具合により録画されなかった場合
の録画内容の補償についてはご容赦ください。

≥本機を電源から完全に遮断するには電
気プラグを抜く必要があります。

本機を電源コンセントの近くに
設置し、電源プラグが簡単に手
が届くようにする!

異常や故障が発生した際に、す
ぐに電源プラグが抜けるように
してください。
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付属品

Oバッテリー（2）

O ACアダプター（2）

O ACコード（K2CA2DA00010）

O DCコード（VEK8722）

Oワイヤレスリモコン（VFA0402）

Oリモコン用ボタン電池（CR2025）

Oアイキャップ（VMG1458）

Oマイクホルダー（VYC0870）

Oネジ
長さ6 mm (XSB4+6FZ) × 2
長さ12 mm (XSB4+12FZ) × 2

Oマイクホルダーアダプター（VYC0890）

Oショルダーベルト（VFC3891）

Oクリーニングテープ（AY-DVMCL）

2 :
「バッテリー」「AC アダプター」の品番につ
きましては、【別売周辺機器】の項目（75ペ
ージ）を参照してください。
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使用上のご注意

雨天、降雪中、海岸などで使うときは、ビデオ
カメラに水が入らないようご注意ください。
O ビデオカメラやカセットの故障につながりま
す。（修理できなくなることがあります。）

磁気を発生する機器（テレビ、テレビゲームな
ど）からビデオカメラを遠ざけてください。
O テレビの上やその周辺でビデオカメラを使用
すると、電磁波の放射により画像や音声にひ
ずみが生じることがあります。

O スピーカーや大型モーターが発生する強力な
磁場は、テープ録画を破損したり、画像をゆ
がめることがあります。

O マイクロコンピュータから放出される電磁波
は、ビデオカメラに悪影響を及ぼし画像や音
声にひずみを生じさせることがあります。

O 磁気を発生する機器によりビデオカメラが悪
影響を受け、正確に動作しなくなった場合は、
ビデオカメラの電源を切り、バッテリーを外
すか、ACアダプターをコンセントから抜き
ます。そしてもう一度バッテリーを入れるか、
ACアダプターを接続します。その後ビデオ
カメラの電源を入れます。

ビデオカメラをラジオ送信機や高電圧機器の近
くで使用しないでください。
O ラジオ送信機や高電圧機器の近くで使用する
と、記録した画像や音に悪影響が出るおそれ
があります。

海岸などで使用する場合、砂やほこりがビデオ
カメラに入らないようご注意ください。
O 砂やほこりでビデオカメラやカセットが破損
することがあります。（カセットを出し入れ
するときにはご注意ください。）

ACアダプターとバッテリーについて
O バッテリー本体の温度が極端に高かったり低
かったりするとき、もしくはバッテリーが長
期間使用されず放電したままになっていると
き、［CHARGE］ランプが数回点滅し、充電
が自動的に始まります。

O バッテリーが適温でも［CHARGE］ランプ
が点滅し続けるときは、バッテリーかACア
ダプターに故障が起きている可能性がありま
すので、販売店にご相談ください。

O バッテリーが温かいとき、充電時間は通常よ
り長くかかります。

O AC アダプターをラジオの近くで使用する
と、ラジオの音がひずむ場合があります。
ACアダプターとラジオは1m以上離してお
使いください。

O AC アダプターの使用中に、ノイズ音が出る
場合がありますが、故障ではありません。

ビデオカメラを持ち運ぶとき、落とさないよう
ご注意ください。
O 強い衝撃でビデオカメラ本体が破損し、正し
く動作しなくなることがあります。

O ビデオカメラを持ち運ぶときは、グリップベ
ルトかショルダーベルトを持ち、ていねいに
取り扱ってください。

ビデオカメラに殺虫剤や揮発性のものをかけな
いでください。
O 殺虫剤や揮発性のものがかかると、ビデオカ
メラ本体が変形したり、塗装がはげるおそれ
があります。

O ビデオカメラは、ゴム製品やビニール製品に
長期間接触させたままにしないでください。

使用後は、必ずカセットを取り出し、バッテリ
ーを外すか、またはACコードをコンセントか
ら抜いておきます。
O カセットを入れたままにしておくと、テープ
がたるみ、テープをいためます。

O 長期間バッテリーをビデオカメラに付けてお
くと、バッテリーの電圧値が下がりすぎて、
バッテリーは充電しても再使用できなくなり
ます。
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使用上のご注意

バッテリーの特性について
このバッテリーは、充電式リチウムイオン電池
です。内部の化学反応で電気エネルギーを発生
しています。この化学反応は周囲の温度や湿度
の影響を受けやすく、バッテリーの有効使用時
間は温度が高くなる、または、低くなるほど短
くなります。極端に温度が低い環境で使用した
場合は、たった5分ほどしかもちません。
バッテリーが極端に高温になると、保護機能が
働き、しばらく使用できなくなります。

使い終わったら、必ずバッテリーを外してくだ
さい。
ビデオカメラからバッテリーを確実に外してく
ださい。（付けたままにしておくと、ビデオカ
メラの電源が切れていても、微量電流が消費さ
れてしまいます。）長期間バッテリーを付けた
ままにしておくと、過放電になり、充電しても
使用できなくなるおそれがあります。

使用できなくなったバッテリーを処理するとき
O バッテリーには、寿命があります。
不要になった電池（バッテリー）は、貴重な
資源を守るために、廃棄しないで充電式電池
リサイクル協力店へご持参ください。

バッテリーの端子部を保護してください。
バッテリーの端子部にほこりや異物が付かない
ようにしてください。
また、バッテリーを誤って落下させてしまった
場合、バッテリー本体と端子部が変形していな
いか確認してください。
変形したバッテリーをビデオカメラに入れた
り、AC アダプターに付けると、ビデオカメラ
やACアダプター側を傷めることがあります。

液晶について
O 液晶モニターやビューファインダーに、同じ
映像や文字が長時間表示されたまま放置され
ると、画面に映像の焼き付きが生じることが
ありますが、数時間電源を OFF にしておく
と、元に戻ります。

O 液晶部は、精密度の高い技術で作られていま
す。99.99 ％以上の有効画素がありますが、
0.01 ％以下の画素欠けや常時点灯するもの
があります。これは故障ではなく、記録され
た映像に何ら影響を与えるものではありませ
ん。

O 温度差が激しいところでは、液晶モニターの
液晶部に露がつくことがあります。そのよう
な場合は柔らかい乾いた布で拭いてくださ
い。

O カメラレコーダが冷え切っている場合、電源
を入れた直後は、液晶モニターが通常より少
し暗くなります。内部の温度が上がると通常
の明るさに戻ります。

レンズやビューファインダーのアイピースは、
太陽に向けないでください。
内部の部品が破損するおそれがあります。

端子の保護キャップについて
使用しない接続端子には、保護キャップを取り
付けておいてください。

三脚の取り付けについて
三脚取り付け穴の深さは、5.5 mmです。本機
を三脚に取り付けるときは、三脚のネジを無理
に締め付けないでください。
また、1/4-2OUNC タイプ以外のネジを使用
すると、本機が破損する場合があります。

三脚取り付け穴
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保管上のお願い

保管時は、ビデオカメラからカセットを出し、
バッテリーを外してください。
湿気が少なく比較的温度が一定な場所にそれぞ
れ保管してください。
［推奨温度：15℃～25℃］
［推奨相対湿度：40%～60%］

ビデオカメラ
O ほこりが入らないよう、柔らかい布で包んで
ください。

バッテリー
O 極端に低温、高温になる所では、バッテリー
の寿命が短くなります。

O 油煙やほこりの多い所に保管すると、端子が
錆びるなどして故障の原因となることがあり
ます。

Oバッテリーの端子に金属物（ネックレスやヘ
アピンなど）を接触させないでください。
端子間がショートし発熱することがあり、こ
の状態で触れると大やけどをするおそれがあ
ります。

O バッテリーは放電した状態で保管してくださ
い。長期保管する場合、1 年に 1 回は充電
し、ビデオカメラで充電容量を使いきってか
ら再保管することをおすすめします。

カセットテープ
O テープは始端（巻き始め）まで巻き戻して保
管してください。テープを途中で止めた状態
で半年以上（保管状態により異なります）置
いておくとテープがたるみます。必ず始端ま
で確実に巻き戻してください。

O もとのケースに入れ保管してください。ほこ
りや直射日光（紫外線）、湿気などはテープ
をいためることがあります。ほこりには堅い
鉱物質の粒子も混じっており、カセットにほ
こりが入るとビデオカメラのヘッドやその他
の部品をいためてしまいます。必ずもとのケ
ースに戻す習慣を付けてください。

O 半年に一度は巻き直しをしてください。テー
プを 1 年以上巻いたままにしておくと、温
度や湿度の変化による膨張、収縮などでゆが
みが起きることがあります。また、テープど
うしが張り付いてしまうことがあります。

O 強い磁気を持つ物質や機器の近くにカセット
を置かないでください。

O テープの表面には極めて細かな磁気粒子がコ
ーティングされており、ここで信号を記録し
ています。磁気ネックレスやおもちゃなどは、
思ったより磁気が強く、録画内容を消したり、
画面や音声にノイズを発生させる原因となる
ことがあります。
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各部の名称と機能

1 POWERスイッチ
ロック解除ボタンを押しながら、このスイッ
チを動かしてください。

2 START/STOPボタン
カメラモ－ドのときにこのボタンを押すと、
撮影の開始と停止が切り替わります。
カメラモードとVCRモードは、CAMERA/
VCRボタン > で切り替えます。

3 EJECTスイッチ
ロック解除ボタンを押しながら、矢印の方向
にスイッチをスライドさせて、カセットホル
ダーを開きます。
記録中は、この操作を行わないでください。
カセットホルダーは開きますが、記録を継続
していますので、外部の光やホコリがテープ
に悪影響を及ぼします。

Oカセットホルダー側だけを持って、テープの
出し入れを行わないでください。
カセットテープの出し入れは、安定した水平
な場所に置いて行うか、カセットホルダーが
開いても、安定した状態が保てるように、両
手で本機を支えながら行ってください。

Oカセットメカニズムがイジェクト動作を完了
したことを確認してから、カセットホルダー
を閉じてください。

4カセットホルダー

5 CAM REMOTEジャック
（2.5 mmミニジャック）
リモートコントローラーを接続して、ズーム
操作と記録スタート/ストップの操作をリモ
ート制御することができます。

6 PHONESジャック
（3.5 mmステレオミニジャック）
音声をモニターするときに、ヘッドホンを接
続します。

7リモコンセンサー（リア）

8タリーランプ（リア）
本機の状態に応じて、点灯や点滅を行います。

タリーランプを点灯させる設定は、設定メニ
ュー OTHER FUNCTIONS 画面の REC
LAMP項目で行います。（52ページ参照）

9ビューファインダー

:視度調整ダイヤル
ビューファインダーの画面がはっきり見える
ように調整します。

;電源端子

< DC INPUT端子（7.9V）

=バッテリー取外しボタン

2
7

8
3

56 41

ON

POWER

OFF

ロック解除ボタン

EJECT

点灯：撮影中

点滅：
Oリモコン操作の受信時（1秒間に約8回）
O撮影開始時（1秒間に約8回）
Oテープの終端位置になったとき（1秒間に約4回）
Oテープ走行系の異常が発生したとき
（1秒間に約4回）

Oテープ残量やバッテリー残量が少なくなったとき
（1秒間に1回）

（アイキャップ）

（アイピース）

ロック解除ボタン
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O テープ始端付近や途中に無記録部分がある
場合、正しく動作しないことがあります。

O 記録するときは、検索した画像を確認し
てから行ってください。

A GAINスイッチ
カメラの画面が暗いときに、このスイッチを
切り替えてゲインを上げ、画面を明るくしま
す。M と H のゲイン値は、設定メニュー
SW MODE画面のMID GAIN 項目とHIGH
GAIN 項目で設定します。（46ページ参照）
L ： 通常は、この位置にします。（0dB）
M ： カメラ映像アンプのゲインを上げま

す。（工場出荷時は6dB）
H ： カメラ映像アンプのゲインを上げま

す。（工場出荷時は12dB）

BWHITE BALスイッチ
ホワイトバランスを設定します
A、B：
AWB ボタン C で調整されたホワイトバ
ランスの値が、メモリーされます。

PRST（プリセット）：
ホワイトバランスを調整する時間がない
ときなどに、この位置にします。
3200K と 5600K のホワイトバランス
値をメモリーしています。
AWB ボタンを押して、3200K と
5600Kを切り替えます。

O 設定メニューSW MODE画面のATW項
目では、A/B/PRST の何れかのポジショ
ンに ATW（Auto Tracking White）自
動追尾式ホワイト機能を割り当てること
ができます。（46ページ参照）

O ホワイトバランスセンサーで、撮影時の
光源がどのようなものか判断します。
撮影時にホワイトバランスセンサーの前
を手などでふさがないでください。ATW
が正常に働きません。

B
A

各部の名称と機能

> CAMERA/VCRボタンとランプ
このボタンを押すごとに、カメラモードと
VCR モードが切り替わり、切り替えられた
モードのランプが点灯します。
撮影するときは、カメラモードに切り替えます。
テープの内容を確認するときや、外部から映
像信号を入力して記録するときは、VCR モ
ードに切り替えます。

?シーンファイルダイヤル
シーンファイル（39ページ参照）を選択し
ます。各種撮影状況に応じた設定を、シーン
ファイルダイヤルの各ポジションに保存して
います。撮影時、シーンファイルダイヤルで
瞬時に必要なファイルが読み出せます。

@ EVF DTL/END SEARCHボタン
カメラモードのときにこのボタンを押すと、
ビューファインダーと液晶モニターの映像の
輪郭が強調され、フォーカスが合わせやすく
なります。このとき画面中央に「EVF DTL
ON」と約 2秒間表示されます。なお、この
とき記録される映像は、輪郭の強調がない通
常の映像になります。
元に戻すときは、もう一度このボタンを押し
ます。このとき画面中央に「EVF DTL OFF」
と約2秒間表示されます。
VCR モードのときにこのボタンを押すと、
ビデオテープの無記録部分を検索し、無記録
部分の約1秒手前で静止画になります。
ま た 、 設 定 メ ニ ュ ー P L A Y B A C K
FUNCTIONS 画面の END SEARCH 項目
の設定により、撮影した最後の部分を検索す
ることもできます。（47ページ参照）
O テープを取り替えると、このボタンで撮影し

た最後の部分を検索することができません。
O テープに記録部分がない場合は、テープ
終端で停止します。

>?@

ホワイトバランスセンサー
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各部の名称と機能

C AWBボタン
WHITE BAL スイッチ B を A または B の
位置にしてこのボタンを押すと、ホワイトバ
ランスを自動調整し、ホワイトバランス値が
メモリーされます。
更にこのボタンを押し続けると、ブラックバ
ランスの調整を行います。
WHITE BAL スイッチ B がPRSTの位置の
ときにこのボタンを押すと、現在のホワイト
バランス値が表示されます。
再度このボタンを押すと、3200K と
5600Kのホワイトバランス値が交互に切り
替わります。
O 記録中は、ブラックバランスの調整を行
うことができません。

D IRIS ボタン
ボタンを押す毎に、レンズ絞りの調整方法を
オートモードとマニュアルモードに切り替え
ます。
<ノート >
本機におけるレンズ絞りが開放のときの F値
は、レンズズームの広角側（W）端で F1.6、
望遠側（T）端で F2.8 になっています。
ビューファインダーや液晶モニターに表示さ
れるレンズ絞りが開放のときのアイリス表示
には、広角側（W）端でOPENが表示され、
望遠側（T）端では F2.8 またはOPENが表
示されます。

E IRIS ダイヤル
レンズの絞りを調整します。
IRIS ボタン D でマニュアルモードになって
いるときは、このダイヤルでレンズの絞りを
調整します。
オートモードのときでも、レンズの絞りをこ
のダイヤルで補正することができます。
O 設定メニュー SW MODE 画面の IRIS
DIAL 項目では、IRIS ダイヤルの回転方
向と絞り制御を設定することができます。
（46ページ参照）

F FOCUSスイッチ
フォーカスの制御方法を切り替えます。
A（AUTO）：
オートフォーカスモード

M（MANUAL）：
マニュアルフォーカスモード
フォーカスリング H を手動で制御して、
焦点を合わせます。

∞：
焦点距離を無限大に合わせた後、マニュ
アルフォーカスモードになります。
∞の位置にしても、FOCUS スイッチは、
M（MANUAL）の位置に戻ります。

O マニュアルフォーカスモードに設定され
ていても、AUTOボタン J を押したとき
は、AUTOボタンの設定が優先されます。

O フリッカーが生じると、オートフォーカス
の制御が正しく動作しないときがあります
ので、照明に適したシャッタースピードを
選択してください。（33ページ参照）

O プログレッシブモードやスローシャッター
モードのときにオートフォーカスモード
にすると、フォーカスアシストモードにな
ります。
マニュアルフォーカスモードよりも正確
にフォーカスを合わせることができます
が、通常のオートフォーカスモードのと
きよりも、フォーカス制御を行う時間が若
干長くなります。

G PUSH AUTOボタン
FOCUSスイッチがM（MANUAL）の位置
でも、このボタンを押している間は、オート
フォーカスモードになり、自動で焦点を合わ
せます。

Hフォーカスリング

Iズームリング
ズームリングのピンが不要な場合、ハンドル
下のネジ穴にピンを取り付け、紛失しないよ
うにしてください。

F
I
H

G

D

E

C

ズームリングのピン
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各部の名称と機能

J AUTOボタン
AUTO ボタンを押すと、設定メニュー
AUTO SW 画面で設定された動作モードに
なり、 がビューファインダーや液晶モニタ
ーの上部に表示されます。
設定メニュー AUTO SW画面では、AUTO
ボタンを押したとき行う自動処理（オートア
イリス、オートゲインコントロール、オート
トラッキングホワイト、オートフォーカス）
の動作モードを設定します。（47 ページ参
照）
再度、このボタンを押すと設定が解除されま
す。

K USER1～ 3ボタン
USER1～ 3ボタンには、11種類の機能か
ら 1 つの機能をそれぞれのボタンに割り付
けることができます。
被写体に合わせて、撮影する条件を瞬時切り
替えることや、フェード効果を映像に加える
ことができます。
詳しくは、設定メニュー SW MODE 画面の
USER1 項目～ USER3 項目（46 ページ）
を参照してください。

L ND FILTERスイッチ
使用するNDフィルター（光量の調節フィル
ター）を選択します。
OFF ： NDフィルターを使用しません。
1/8 ：光の量を、約 8 分の 1 にカットし

ます。
1/64 ：光の量を、約64分の 1にカットし

ます。

A

M AUDIOコントロールつまみ
内蔵マイクロホン P や INPUT 1/2 端子 Y

に入力された、音声信号の記録レベルを調整
します。
音声信号の記録レベルは、設定メニュー
RECORDING SETUP 画面のMIC ALC 項
目（48ページ）の設定に関係なく、このつ
まみで調整してください。
通常は、センター位置で使用することをお奨
めします。
O AUDIO IN/OUT CH1/CH2 端子 V に
入力された音声信号は調整できません。

Nライトシュー
ビデオライトなどを取り付けます。

Oマイクロホンシュー
付属のマイクホルダーを取り付け、マイクロ
ホン（別売）などを取り付けます。
（62ページ参照）

Pマイクロホン（内蔵式、ステレオ）
外部から強い負荷を加えないでください。破
損することがあります。

Qタリーランプ（フロント）
タリーランプ（リア）8 を参照してくださ
い。（13ページ参照）

Rリモコンセンサー（フロント）

SMENUボタン
このボタンを押すと、メニューモードになり
設定メニュー画面がビューファインダーや液
晶モニターに表示されます。
再度、このボタンを押すとメニューモードが
解除されます。

P

M

K

O

L

J

Q

S

R

N
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[カメラモードのとき]

[5]：
撮影一時停止中、5 の方向にこのレバ
ーを倒すと、レバーを倒している間、×
1倍速でテープを再生します。

[6]：
撮影一時停止中、6 の方向にこのレバ
ーを倒すと、レバーを倒している間、×
1倍速でテープを巻き戻し再生します。

O 撮影の一時停止中に､今まで撮影した場面
を確認することができます。

U S-VIDEO IN/OUT端子
S映像の入出力端子です。

V AUDIO IN/OUT CH1/CH2端子
（ピンジャック）
音声信号の入出力端子です。

W VIDEO IN/OUT端子
（ピンジャック）
映像信号の入出力端子です。

X DV端子
IEEE1394（4 ピン）ケーブル（別売）を
接続します。
映像信号や音声信号、また、タイムコードな
どを、デジタルで伝送することができます。

Y INPUT 1/2 端子
（XLR、3ピン）
外部マイクやオーディオ機器を接続します。

Z INPUT 1/2 スイッチ
INPUT 1/2 端子に接続した音声入力信号を
切り替えます。
LINE：
ライン入力するオーディオ機器からの音
声入力信号。
入力レベルは、0dBuです。

MIC ：
外部マイクからの音声入力信号。
入力レベルは、－50dBuです。
設定メニュー RECORDING SETUP 画
面の MIC GAIN 1 と MIC GAIN 2 項目
で入力レベルを－ 60dBu に変えること
ができます。（48ページ参照）

U

Z XY W

V

T

各部の名称と機能

T OPERATIONレバー
VCR の操作やメニューの操作をこのレバー
で行います。
[VCRモードのとき]

[1]：
停止中、1 の方向にこのレバーを倒すと、
テープを再生します。
再生中、1 の方向にこのレバーを倒すと、
可変速サーチモード（67ページ参照）に
なり、× 1 倍速でテープを再生します。
（音声は再生されません。）

[5]：
停止中、5 の方向にこのレバーを倒す
と、テープを早送りします。
再生中、5 の方向にこのレバーを倒す
と、×10倍速でテープを再生します。

[6]：
停止中、6 の方向にこのレバーを倒す
と、テープを巻き戻します。
再生中、6 の方向にこのレバーを倒す
と、× 10 倍速でテープを巻き戻し再生
します。

[$]：
$ の方向にこのレバーを倒すと、テープ
を停止します。

[;]：
再生中にこのレバーを押すと、一時停止
状態になります。

[メニューモードのとき]

[3]：
3 の方向にこのレバーを倒すと、メニュー
画面に表示される項目を上に移動します。

[4]：
4 の方向にこのレバーを倒すと、メニュー
画面に表示される項目を下に移動します。

[;]：
このレバーを押して設定値を変更します。
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各部の名称と機能

[ ZOOMスイッチ
モータードライブでのズーム操作と手動での
ズーム操作を切り替えます。
SERVO：
モータードライブでのズーム操作

（このとき、手動でズーム操作を行わない
でください。故障の原因になります。）
MANU ：
手動でのズーム操作

\ START/STOPボタン（ハンドル側）
カメラモ－ドのときにこのボタンを押すと、
撮影の開始と停止が切り替わります。
カメラモードとVCRモードは、CAMERA/
VCRボタン > で切り替えます。

] REC CHECKボタン
撮影一時停止状態のときにこのボタンを押す
と、停止していた直前の映像と音声を数秒間
再生し、元の位置で撮影一時停止状態になり
ます。

^ズームボタン
ZOOMスイッチがSERVOの位置のときに、
モータードライブでズーム動作を行います。
このボタンを軽く押すと、低速でズーム動作
を行い、強く押すと高速でズーム動作を行い
ます。

_ズームボタン（ハンドル側）

` HANDLE ZOOMスイッチ
ハンドル側のズームボタン _ で行うズーム
動作のスピードを3段階に切り替えます。
設定メニュー SW MODE 画面の HANDLE
ZOOM 項目でスピードの設定を行います。
（46ページ参照）

`

]

_

^

\

a AUDIO DUBボタン
VCR モードのときに一時停止状態にして、
このボタンを押すと、アフレコを開始できる
状態になります。
OPERATIONレバー T の [;] を押して音声を
記 録 し て く だ さ い 。 終 了 す る と き は 、
OPERATIONレバーを [$] の方向に倒します。
設定メニュー AV IN/OUT SETUP 画面の
A DUB INPUT 項目で、アフレコを行う音
声入力の設定を行います。（50ページ参照）
O アフレコを行う場合は、設定メニュー
RECORDING SETUP 画面の AUDIO
REC 項目を 32K (12 bit)に設定して撮
影を行ってください。（48ページ参照）

b VCR RECボタン
VCR モードの停止中に、この 2つのボタン
を同時に押すと、接続している機器からの映
像信号を記録します。
VCR モードの再生一時停止の状態で、この
2つのボタンを同時に押すと、記録待機状態
になります。
OPERATIONレバー T の [;] を押す毎に、
記録と記録待機状態を切り替えます。
終了するときは、OPERATION レバーを
[$] の方向に倒します。
O 映像信号が入力されていることを確認し
てから記録を行ってください。

c AUDIO MON/VARボタン
内蔵スピーカー f と PHONES ジャック 6

から出力される音量を調整します。
可変速サーチモードのときには、再生方向や
再生速度を変化させます。（67ページ参照）
一時停止中にこのボタンを押すと、コマ送り
再生になります。

b

c

ZOOM
SERVO MANU

[

a
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各部の名称と機能

d OPENボタン
矢印の方向に OPEN ボタンを押して液晶モ
ニター e を開きます。
液晶モニターを開くと、ビューファインダー
の映像が液晶モニターに切り替わります。
映像の切り替えは、設定メニューDISPLAY
SETUP画面の EVF MODE項目で設定でき
ます。（52ページ参照）

i SPEED SEL ボタン
SHUTTER ボタン h を押した後やスローシ
ャッターモードのときに、このボタンを押し
て、シャッタースピードを選択します。（33
ページ参照）

j CH1 SELECTスイッチ
音声チャンネル 1 のトラックに記録する入
力信号を選択します。
INT (L) ：内蔵マイク Lchの音声信号
INPUT1 ： INPUT 1 端子に入力される音

声信号
INPUT2 ： INPUT 2 端子に入力される音

声信号

k CH2 SELECTスイッチ
音声チャンネル 2 のトラックに記録する入
力信号を選択します。
INT (R) ：内蔵マイクRchの音声信号
INPUT2 ： INPUT 2 端子に入力される音

声信号

l INPUT 1 スイッチ（MIC POWER ＋ 48V）
ON の位置にすると、INPUT 1 端子に＋
48V 電源（ファントムマイク用の電源）を
供給します。

m INPUT 2 スイッチ（MIC POWER ＋ 48V）
ON の位置にすると、INPUT 2 端子に＋
48V 電源（ファントムマイク用の電源）を
供給します。

e液晶モニター

f内蔵スピーカー

g RESETボタン
電源が入っているのに操作できないなど､ト
ラブルがおこったときに､先の細いもので押
してください。システムマイコンのリセット
を行います。
リセットを行っても、確定した設定メニュー
の値や、メモリーしている内容は、消えませ
ん。
本機が正常に動作しているときは、押さない
でください。

h SHUTTERボタン
シャッタースピードを変えるときに、このボ
タンを押します。
このボタンを押した後に SPEED SEL ボタ
ン i を押して、シャッタースピードを選択
します。（33ページ参照）
スローシャッターモードのときは、操作する
ことができません。

f

e l
mk

j

i

h

g

d

OPEN



20

各部の名称と機能

n COUNTER RESETボタン
カウンター表示部のカウンター値やメモリー
カウンター値を、ゼロにリセットします。
タイムコードとユーザーズビットは、リセッ
トできません。

o COUNTERボタン
ビューファインダーや液晶モニターに表示さ
れる、カウンター表示部のデータ内容を切り
替えます。
このボタンを押す毎に、下記のデータに切り
替わります。
COUNTER：
カウンター値の表示

M COUNTER：
メモリーストップモードのカウンター値
の表示

TC ： タイムコードの表示
UB ： ユーザーズビットの表示
FR ： プログレッシブモードで撮影を行

うときのフレームレート情報
（30P/24P/24PA）とフレーム
変換を行うシーケンス情報の表示

無表示 ：データを表示しません。

pMODE CHKボタン
このボタンを押すと、現在設定されているカ
メラの状態が、ビューファインダーや液晶モ
ニターに表示され確認できます。

q ZEBRAボタン
カメラモードのときにこのボタンを押すと、
ゼブラパターンやマーカーがビューファイン
ダーや液晶モニターに表示され、被写体の明
るさを確認できます。
このボタンを押す毎に、下記のように表示が
切り替わります。

o

p

q

rn

メモリーストップモード
COUNTER ボタンでM COUNTER に表示を切り替
えると、メモリーストップモードになります。
1M COUNTER に表示を切り替え、テープの任意の
位置で、COUNTER RESET ボタン n を押しカウ
ンター値をリセットします。

2再生や撮影を行います。
3CAMERA/VCRボタンで、VCRモードにします。
4テープの巻き戻しや早送りを行うと、カウンターの
リセットを行った付近で自動的にテープ走行が停止
します。

Oアフレコを行うときに、OUT 点でカウンター値を
リセットしておくと、メモリーストップモードでア
フレコを停止することができます。

s

設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
ZEBRA DETECT 1 項 目 と ZEBRA
DETECT 2 項目で、それぞれのゼブラパタ
ーンのレベルを設定することができます。
設定されたゼブラパターンは一定時間（約2
秒間）、％で表示されます。
また、マーカーは、MARKER 項目で表示の
ON/OFF を設定することができます。
（51ページ参照）

r OIS ボタン
手ぶれ補正ON/OFF の切り替えを行います。
手ぶれ補正がONのときは、ビューファイン
ダーや液晶モニターに が表示されます。
撮影する条件に合わせて使い分けてください。
三脚を使用して撮影を行うときは、OFF に
設定することをお奨めします。

s三脚取り付け穴

ゼブラパターン
露出オーバーで白トビが発生する可能性のある部分を、
縞模様で表示します。

OFF

ZEBRA 1ZEBRA 2マーカー
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各部の名称と機能

リモコン

1 OSDボタン
このボタンを押すと、ビューファインダーや
液晶モニターに表示されている情報が、映像
出力信号に付加されて、モニターテレビにも
表示できます。
再度、このボタンを押すとモニターテレビの
表示が消えます。

2 DATE/TIMEボタン
このボタンを押すと、撮影した年月日と時刻
がビューファインダーや液晶モニターに表示
されます。
このボタンを押す毎に、下記の表示に切り替
わります。

3 START/STOPボタン
ビデオカメラ本体の START/STOP ボタン
と同じ機能です。

OSD

COUNTER RESET TITLE

STILL ADV PAUSE STILL ADV

INDEX

SELECT

STORE

OFF/ON

P.B.DIGITAL

VAR.
SEARCH

– 
V

O
L 

+

PB.
ZOOM

MENU

SET

ITEM

STOP INDEX

MULTI/
P-IN-P REC A.DUB

PLAYC/REW FF/ B

ZOOM

DATE/
TIME

PHOTO
SHOT

START/
STOP

1

5

7
6

2
3

4

8

表示無し

時刻の表示

日付の表示

時刻と日付の表示

下記に示すボタンは、本機では動作しない機
能のボタンです。ご了承ください。
OPHOTO SHOT OTITLE
OMULTI/P-IN-P OSELECT
OSTORE OOFF/ON
OPB. ZOOM O N

4 ZOOM/VOLボタン
撮影時は、モータードライブでのズーム動作
を行います。
ズームスピードは、中速に固定されています。
テープの再生時は、内蔵スピーカーと
PHONES ジャックから出力される音量を調
整します。

5 COUNTERボタン
ビデオカメラ本体の COUNTER ボタンと同
じ機能です。

6 COUNTER RESETボタン
ビデオカメラ本体の COUNTER RESET ボ
タンと同じ機能です。

7 RECボタン
VCR モードの停止中に、このボタンと
PLAYボタンを同時に押すと、接続している
機器からの映像信号を記録します。
VCR モードの再生一時停止の状態で、この
ボタンと PLAY ボタンを同時に押すと、記
録待機状態になります。
PAUSEボタン（;）を押す毎に、記録と記
録待機状態を切り替えます。
終了するときは、STOPボタン（$）を押し
ます。

8 A. DUBボタン
ビデオカメラ本体の AUDIO DUB ボタンと
同じ機能です。
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各部の名称と機能

: VAR. SEARCHボタン
再生中にこのボタンを押すと、可変速サーチ
モードになり、ビューファインダーや液晶モ
ニターに [1 ×] が表示されます。SET ボタ
ン;の [VB] ボタンを押すと再生速度が変
化します。
再生速度は、 [VB] ボタンを押す毎に 1/5
（LPモードは 1/3）倍速、1倍速、2倍速、
5倍速、10倍速、20倍速と変化します。
[V] ボタンで正方向に速度を変化させ、[B]
ボタンで逆方向に速度を変化させます。

; SETボタン
MENUボタン

ビデオカメラ本体のMENUボタンと同じ
機能です。

[V] ボタン：
メニューモードのときにこのボタンを押
すと、メニュー画面に表示される項目を
上に移動します。
サーチモードのときにこのボタンを押す
と、正方向に速度を変化させます。

[B] ボタン：
メニューモードのときにこのボタンを押
すと、メニュー画面に表示される項目を
下に移動します。
サーチモードのときにこのボタンを押す
と、逆方向に速度を変化させます。

[M] ボタン：
メニューモードのときにこのボタンを押
して、設定値を変更します。

9 VCR操作ボタン
C/REWボタン（6）

ビデオカメラ本体のOPERATIONレバー
と同じ機能です。

FF/Cボタン（5）
ビデオカメラ本体のOPERATIONレバー
と同じ機能です。

PLAYボタン（1）
VCR モードのときにこのボタンを押す
と、テープを再生します。
また、REC ボタンと同時に押すと、接続
している機器からの映像信号を記録しま
す。

STILL ADVボタン（E、D）
テープ再生中にこのボタンを押すと、ス
ロー再生になります。
また、一時停止中にこのボタンを押すと、
コマ送り再生になります。
（E は逆方向、D は正方向）
INDEXボタン（:、9）

テープ再生中にこのボタンを押すと、記
録部分の頭出しを行います。
（:は逆方向、9 は正方向）
PAUSEボタン（;）

ビデオカメラ本体のOPERATIONレバー
と同じ機能です。

STOPボタン（$）
ビデオカメラ本体のOPERATIONレバー
と同じ機能です。

OSD

COUNTER RESET TITLE

STILL ADV PAUSE STILL ADV

INDEX

SELECT

STORE

OFF/ON

P.B.DIGITAL

VAR.
SEARCH

– 
V

O
L 

+

PB.
ZOOM

MENU

SET

ITEM

STOP INDEX

MULTI/
P-IN-P REC A.DUB

PLAYC/REW FF/ B

ZOOM

DATE/
TIME

PHOTO
SHOT

START/
STOP

9

;

:
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リモコン

リモコンの設定
本機と付属のワイヤレスリモコンには、同時に
2台のビデオカメラを使用したときに、リモコ
ン操作での誤動作を防ぐため、[VCR1] 用と
[VCR2] 用に設定することができます。

設定方法
O ワイヤレスリモコン
VCR 操作ボタンの STOP（$）と STILL
ADV（D）を同時に押すと VCR1 用のリモ
コンに設定されます。
同様に、STOP（$）と STILL ADV（E）
を同時に押すと VCR2 用のリモコンに設定
されます。
リモコンの電池を交換したときは、VCR1
用の設定になります。

O ビデオカメラ本体
設定メニューOTHER FUNCTIONS画面の
REMOTE 項目で VCR1と VCR2を設定し
ます。（52ページ参照）

ビデオカメラ本体とリモコンの設定が違うとき
は、ビューファインダーや液晶モニターに赤い
文字のREMOTEが点灯して表示されます。

1 つまみを矢印の方向に押しながら、ホルダー
を引き抜きます。

2 電池の“＋”マークを上に向け、入れます。

3 ホルダーを元に戻します。

電池の入れ方

O 電池（CR2025）が消耗した場合は､新しい
電池と交換してください。（電池の寿命は使
用頻度にもよりますが､約 1年です）リモコ
ンを本機のリモコンセンサーの近くで操作し
ても動作しない場合は、電池が消耗していま
す。

O電池は､幼児の手の届かないところに置いて
ください。

OSD

COUNTER RESET TITLE

STILL ADV PAUSE STILL ADV

INDEX

SELECT

STORE

OFF/ON

P.B.DIGITAL

VAR.
SEARCH

– 
V

O
L 

+

PB.
ZOOM

MENU

SET

ITEM

STOP INDEX

MULTI/
P-IN-P REC A.DUB

PLAYC/REW FF/ B

ZOOM

DATE/
TIME

PHOTO
SHOT

START/
STOP

VCR 2 VCR 1
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バッテリーの充電

バッテリーを使用する前に、AC アダプターで
フル充電を行ってください。
また、予備のバッテリーを1本用意されること
をお奨めします。

付属のバッテリーの充電時間と録画時間

充電時間 連続録画可能時間

1 AC アダプターの マークにそってバッテ

リーを水平にのせ、スライドさせます。
O AC アダプターに DC コードを接続して
いる場合は、取り外しておいてください。
接続していますと、充電できません。

2 ACコードをコンセントに接続します。
O AC アダプターの POWER ランプと
CHARGE ランプが点灯し、充電を開始
します。

O バッテリーを取り付けたとき CHARGE
ランプが点灯しない場合、バッテリーを
取り付け直してください。

3 充電が終わると、 A C アダプターの
CHARGEランプが消灯します。

4 バッテリーをスライドさせて取り外します。

POWER

CHARGE

約330分 約330（310）分

O上の表は、おおよその時間です。（ ）の中は、液晶モ
ニターを使用する場合の時間です。

O上の表は、動作周囲温度 20℃、動作相対湿度 60%での
時間です。それ以外の温度や湿度では、充電時間が長くか
かることがあります。

Oバッテリーの端子に、金属物（ネックレス
やヘアピンなど）を接触させないでくださ
い。端子間がショートして発熱することが
あり、この状態で触れると大やけどをする
おそれがあります。

O バッテリーは、使用中や充電中には温度が
高くなります。
またビデオカメラ本体も、同じように温度
が高くなります。

O 必要以上に録画と停止を繰り返しますと、
録画時間は上の表より短くなります。

O バッテリーは、放電した状態で保管してく
ださい。
長期保管する場合、1年に 1回は充電し、
ビデオカメラで充電容量を使いきってから
再保管することをおすすめします。

O バッテリーの温度が極端に高かったり低か
ったりするとき、もしくは、バッテリーが
長期間使用されず放電したままになってい
るとき、CHARGE ランプが数回点滅し、
充電が自動的に始まります。

O バッテリーが適温でも、CHARGE ランプ
が点滅し続けるときは、バッテリーか AC
アダプターに故障が起きている可能性があ
りますので、販売店にご相談ください。

O バッテリーが温かいとき、充電時間は通常
より長くかかります。

O AC アダプターをラジオの近くで使用する
と、ラジオの音がひずむ場合があります。
ACアダプターとラジオは 1m以上離して
お使いください。

O AC アダプターの使用中に、AC アダプタ
ーからノイズ音が出る場合がありますが、
故障ではありません。

O AC アダプターからビデオカメラ本体に電
源を供給しているときは、バッテリーの充
電を行うことができません。
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バッテリーの取り付け

1 ビューファインダーを起こします。

2 バッテリーをまっすぐ押しあて、｢カチッ｣と
音がするまで下にずらします。

3 ビューファインダーを元の位置に戻します。

5 ビューファインダーを元の位置に戻します。

ACアダプターから電源を供給する

1 ビューファインダーを起こします。

2 DCコードのバッテリー型のコネクタをまっ
すぐ押しあて、｢カチッ｣と音がするまで下に
ずらします。

3 DCコードをACアダプターに接続します。

4 ACコードをコンセントに接続します。

バッテリーを外す
バッテリー取外しボタンを押しながら､上に
ずらして外します。
OP OW E R スイッチを O F F にして、
CAMERA/VCR ランプが消灯したことを
確認してからバッテリーを外してくださ
い。

Oバッテリーを落下させないように手で支え
ておいてください。

1

2 3

バッテリー取外しボタン

1

3

4

2

AC アダプターは、自動で全世界の電源電圧（100V、
120V、220V、240V）、電源周波数（50Hz、60Hz）
に切り替わるように設計されています。
ただし、国によって電源コンセントの形状は異なります。
その国に合ったプラグを準備してください。変換プラグは
お買い上げの販売店にご相談のうえ、お求めください。

図のように正しく接続してください。
O AC アダプターからビデオカメラ本体に電
源を供給しているときは、バッテリーの充
電を行うことができません。
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カセットテープについて

カセットテープを入れる

カセットホルダー側だけを持って、テープの
出し入れを行わないでください。
カセットテープの出し入れは、安定した水平
な場所に置いて行うか、カセットホルダーが
開いても、安定した状態が保てるように、両
手で本機を支えながら行ってください。

1 本機に電源（バッテリーまたは、ACアダプ
ター）がつながっていることを確認します。

2 ロック解除ボタンを押しながら、矢印の方向
に EJECTスイッチをスライドさせて、カセ
ットホルダーを開きます。

3 図のようにカセットテープを挿入します。

4 が表示されている部分を押し
て、カセットホルダーを確実に閉じます。
O カセットホルダーが開いていると、操作
ができません。

PUSH  CLOSE

Oカセットテープを取り出すときも、本機に
電源がつながっていることを確認して、
EJECT スイッチをスライドさせてくださ
い。

Oカセットテープを取りだし後すぐに、再び
カセットを挿入しない場合は、カセットホ
ルダーを閉めておいてください。

O記録中は、この操作を行わないでください。
カセットホルダーは開きますが、記録を継
続していますので、外部の光やホコリがテ
ープに悪影響を及ぼします。

誤消去を防ぐには
テープの記録内容を誤って消してしまうのを防
ぐには、カセットのツメを「SAVE」側にしま
す。

REC

SAVE

$本機では、下記のミニDVカセットテープ
の使用を推奨しています。
AY-DVM30（SPモードで30分）
AY-DVM60（SPモードで60分）
O80 分用のミニ DV カセットテープは使
用しないでください。

$ LP モードで撮っても画質は悪くなりませ
んが、モザイク状のノイズなどが出たり、
機能が制限される場合があります。
次のようなときにモザイク状のノイズが出
たり、正常な再生ができない場合がありま
す。
O本機で LP モードで撮影したテープを、
他のデジタルビデオ機器で再生する場合

O他のデジタルビデオ機器で LP モードで
撮影したテープを、本機で再生する場合

O本機で LP モードで撮影したテープを、
LP モードがないデジタルビデオ機器で
再生する場合

Oスロー／コマ送り再生をしている場合
Oカメラサーチ機能を使用している場合

$ LP モードではテープ上のトラック幅がヘ
ッド幅より狭いため、アフレコはできませ
ん。

EJECT

ロック解除ボタン

PUSH  CLOSE
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グリップベルトの調節

1 カバーを開き、ベルトの長さを調節します。

グリップベルトを手の大きさに合わせて調節し
てください。

2 カバーを元に戻します。
O しっかりとカバーを密着させてください。

ショルダーベルトの取り付け

20mm以上

固定ネジ

マーク

20mm以上

レンズフードの取り付け

レンズフードを外す
O 固定ネジをゆるめ、反時計方向にレンズフー
ドを回して外します。

レンズフードを取り付ける
O レンズフードのマークを天面にして、レンズ
にはめ込みます。

O 時計方向にレンズフードを回して、固定ネジ
で固定します。

ビデオカメラを落とさないように、ショルダー
ベルトを取りつけることをお奨めします。
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ファインダーについて

ビューファインダーを使う

1 本機の POWER スイッチをONにし、ビュ
ーファインダーに映像が映っていることを確
認します。
O 液晶モニターは閉じたままにしてくださ
い。

2 ビューファインダーの画面が、一番見やすい
位置にします。
O ビューファインダーは、約 90 °まで垂
直に起こすことができます。

3 視度調整ダイヤルで、ファインダー画面の文
字がはっきり見えるように調整します。

4 設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
EVF SET項目でYESを選択します。
O メニューの操作は、42 ページを参照し
てください。

ビューファインダーのアイピースは、太陽に
向けないでください。
内部の部品が破損するおそれがあります。

5 EVF COLOR LEVEL 項 目 を 選 択 し 、
OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、画面の色濃度を調整します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

本機のファインダーには、小型の LCD を採用
したビューファインダーと、3.5 インチの液晶
モニターがあります。
用途や撮影条件に合わせて、使い分けてくださ
い。
O ビューファインダーや液晶モニターの映像
と、モニターテレビの映像とでは、明るさや
色合いが違う場合があります。
最終的な映像は、モニターテレビで確認して
ください。

[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

EVF BRIGHTNESS
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

EVF CONTRAST
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

PUSH MENU TO RETURN

EVF COLOR LEVEL

EVF SET

6 EVF BRIGHTNESS 項 目 を 選 択 し 、
OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、画面の明るさを調整します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

EVF COLOR LEVEL
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

EVF CONTRAST
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

PUSH MENU TO RETURN

EVF BRIGHTNESS

EVF SET

アイピース

視度調整ダイヤル

7 EVF CONTRAST 項 目 を 選 択 し 、
OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、画面のコントラストを調整します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

EVF COLOR LEVEL
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

EVF BRIGHTNESS
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

PUSH MENU TO RETURN

EVF CONTRAST

EVF SET
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アイキャップの取り付け
アイキャップを取り付けるときは、アイキャ
ップホルダーとアイキャップの凸部どうしを
合わせて取り付けてください。
O取り付けた後にアイキャップを回すと、ア
イキャップホルダーが外れることがありま
す。アイキャップホルダーが外れたときは、
「ビューファインダーのお手入れ」（72 ペ
ージ）を参照して取り付けてください。

ファインダーについて

OEVF SET の各項目を選択して設定値を変
更可能な状態のとき、COUNTER RESET
ボタンを押すと、その項目の設定値を工場
出荷値にすることができます。

O設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
EVF MODE 項目で ONを選択すると、液
晶モニターを開いても、常にビューファイ
ンダーに映像を表示します。

Oビューファインダー表示はカラ－とモノク
ロを選択できます。（設定メニュー
DISPLAY SETUP 画面の EVF COLOR
項目）なお解像度はどちらも同じです。

OEVF DTL/END SEARCH ボタンを押す
と、ビューファインダー映像の輪郭が強調
され、フォーカスが合わせやすくなります。

8 MENUボタンを 3度押して、メニューモー
ドを解除します。

アイキャップ

アイキャップホルダー

凸部

液晶モニターを使う

1 本機のPOWERスイッチをONにします。

2 OPENボタンを矢印1の方向に押して液晶
モニターを開きます。

3 液晶モニターの画面が、一番見やすい位置に
します。
O レンズ方向に 180 °､手前方向に 90 °
まで回転します。
開いた状態の液晶モニターには無理な力
が掛からないようにしてください。本機
が故障するおそれがあります。

180° 90°

12

4 設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
LCD SET項目でYESを選択します。
O メニューの操作は、42 ページを参照し
てください。
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ファインダーについて

8 MENUボタンを 3度押して、メニューモー
ドを解除します。

OLCD SET の各項目を選択して設定値を変
更可能な状態のとき、COUNTER RESET
ボタンを押すと、その項目の設定値を工場
出荷値にすることができます。

O液晶モニターを閉じるときは、確実に閉じ
てください。

O液晶モニターをレンズ方向へ回転させたと
き（対面撮影時）は、ビューファインダー
と液晶モニターが同時に点灯します｡

OEVF DTL/END SEARCH ボタンを押す
と、液晶モニター映像の輪郭が強調され、
フォーカスが合わせやすくなります。

5 LCD COLOR LEVEL 項 目 を 選 択 し 、
OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、画面の色濃度を調整します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

LCD BRIGHTNESS
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

LCD CONTRAST
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

PUSH MENU TO RETURN

LCD COLOR LEVEL

LCD SET

6 LCD BRIGHTNESS 項 目 を 選 択 し 、
OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、画面の明るさを調整します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

LCD COLOR LEVEL
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

LCD CONTRAST
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

PUSH MENU TO RETURN

LCD BRIGHTNESS

LCD SET

7 LCD CONTRAST 項 目 を 選 択 し 、
OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、画面のコントラストを調整します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

LCD COLOR LEVEL
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

LCD BRIGHTNESS
[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

[–] ?? ?? ?? ?? ––––[+]

PUSH MENU TO RETURN

LCD CONTRAST

LCD SET
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カレンダーを合わせる

1 本機のPOWERスイッチをONにします。

カレンダーを 2003 年 12 月 25 日午後 5時
20分に設定する手順を示します。

8 MENUボタンを 3度押して、メニューモー
ドを解除します。

2 設定メニューOTHER FUNCTIONS画面の
CLOCK SET項目でYESを選択します。
O メニューの操作は、42 ページを参照し
てください。

3 OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、YEARを 2003にします。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

22000033
MONTH APR
DAY    24
HOUR   13
MIN.    7

PUSH MENU TO RETURN

YYEEAARR

CLOCK SET

4 OPERATION レバー（;）を押して、設定
項目をMONTHに移動します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [B] ボ
タンを押します。）

YEAR 2003
AAPPRR

DAY    24
HOUR   13
MIN.    7

PUSH MENU TO RETURN

MMOONNTTHH

CLOCK SET

5 OPERATION レバーを 3 方向や 4 方向に
倒して、MONTHを DECにします。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

YEAR 2003
DDEECC

DAY    24
HOUR   13
MIN.    7

PUSH MENU TO RETURN

MMOONNTTHH

CLOCK SET

YEAR 2003
MONTH DEC
DAY    25
HOUR   17

2200

PUSH MENU TO RETURN

MMIINN..

CLOCK SET

6 同様に、OPERATION レバー（;）を押し
て、設定項目を DAY ・ HOUR ・ MINに
移動します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [B] ボ
タンを押します。）

7 同様に、OPERATION レバーを 3 方向や
4 方向に倒して、25 ・ 17 ・ 20 をにし
ます。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

HOURは、24時間表示です。

2000から2089まで設定できます。

22000000
MONTH APR
DAY    24
HOUR   13
MIN.    7

PUSH MENU TO RETURN

YYEEAARR

CLOCK SET

時刻には誤差が生じますので、撮影前に時間
が合っているか確認してください。
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内蔵電池の充電

年月日、時刻は、内蔵電池を使って記憶させて
います。ビューファインダーや液晶モニターの
画面に［ ］の表示が出るときは、内蔵電池

が消耗しています。
以下の方法で充電してください。
充電完了後、日時を設定してください。

1 本機にACアダプターを接続します。

3 本機のPOWERスイッチは、OFFのままに
します。

4 約4時間、そのままの状態にしておきます。
O 内蔵電池が充電されます。

1

2

3

4

2 ビューファインダーを元の位置に戻します。
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電子シャッターの設定

1 SHUTTERボタンを押す毎に、標準（OFF）
のシャッタースピードと、SPEED SEL ボ
タンで選択したシャッタースピードが切り替
わります。

2 SHUTTERボタン押した後にSPEED SEL
ボタンを押して、シャッタースピードを選択
します。
SPEED SEL ボタンを押す毎に、下記のよ
うにシャッタースピードが変化していきま
す。

プログレッシブモードがOFF (60i) のとき

プログレッシブモードのとき (30P/24P/24PA)

O シャッタースピードが速いほど、カメラ
の感度は低減します。

O 絞りが自動のときには、シャッタースピ
ードが速くなるにつれ絞りが開き、焦点
深度も浅くなります。

O スローシャッターモード（34 ページ）
の状態から SHUTTER ボタンを押して
も、ビューファインダーや液晶モニター
に「INVALID」が表示され、上記のシャ
ッタースピードに切り替えることはでき
ません。
SLOWSHUT を割り当てた USER ボタ
ンでスローシャッターモードを解除して
してから、上記のシャッタースピードに
設定してください。

SYNCHRO
SCAN (1/24)

1/30

1/5001/1000

1/60 1/120

1/250

SYNCHRO
SCAN 1/100

1/10001/2000

1/120 1/250

1/500

設定できるシャッタースピード

設定メニューDISPLAY SETUP画面のOTHER DISPLAY
項目で OFF 以外に設定しているときは、ビューファインダ
ーや液晶モニターの画面に、現在設定されているシャッター
スピードが表示されます。ただし、標準（OFF）のシャッタ
ースピードに設定されているときは表示されません。

プログレッシブ
モード

標準（OFF）の
シャッタースピード

SPEED SEL ボタンで選択できるシャッタースピード

設定されているシャッタースピードSYNCHRO SCAN

OFF (60i) 1/60 1/100、1/120、1/250、1/500、1/1000、1/20001/60.3･･･1/250

30P 1/50 1/30、1/60、1/120、1/250、1/500、1/1000

1/24、1/60、1/120、1/250、1/500、1/1000

1/30.1･･･1/250.0

24P/24PA 1/50 1/24.1･･･1/250.0

1/ 1 0 0

人工照明、特に蛍光灯や水銀灯などは、電源周
波数に同期して輝度が変化しています。特に電
源周波数が50Hz の地域では、本機の垂直同期
周波数（約 60Hz）と照明の周波数（50Hz）
が互いに干渉するため、ホワイトバランスが周
期的に変化することがあります。
人工照明下で撮影するときやホワイトバランス
を調整するときは、シャッタースピードを下記
の設定にして行ってください。

プログレッシブ
モード

シャッタースピード

60 Hz50 Hz

OFF (60i) 1/100 OFF (1/60)

30P OFF (1/50) 1/60

24P/24PA OFF (1/50) 1/60
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電子シャッターの設定

シンクロスキャン
テレビ画面やパソコンのモニター画面を撮影す
るときなどに使用するシンクロスキャンのシャ
ッタースピードは、設定メニュー CAMERA
SETUP 画面の SYNCRO SCAN 項目で設定
します。（45ページ参照）
O テレビ画面やパソコンのモニター画面の周波
数に合わせて、シャッタースピードを調整す
ると、テレビ画面を撮影したときの発生する
水平方向のノイズを最小限にして、撮影する
ことができます。

O プログレッシブモードにすると、PAL 方式
で再生しているテレビ画面を、撮影すること
もできます。

スローシャッターモード

プログレッシブモードは、設定メニュー
SCENE FILE 画面の PROGRESSIVE 項目
（44ページ）で切り替えることができます。

1 設定メニューSW MODE画面からUSER1
～ 3 項目のいずれかに SLOWSHUT を割
り当てます。（46ページ参照）

2 SLOWSHUT を割り当てた USER ボタン
を押すとスローシャッターモードになりま
す。
SPEED SEL ボタンを押す毎に、下記のよ
うにシャッタースピードが変化していきま
す。

プログレッシブモードがOFF (60i) のとき

プログレッシブモードのとき (30P)

プログレッシブモードのとき (24P/24PA)

O スローシャッターモードに入ると、一定
期間ビューファインダーや液晶モニター
は「PROCESSING...」と表示され、ス
ローシャッターモードのための各種設定
を行います。

O 再度 SLOWSHUT を割り当てた USER
ボタンを押すと、スローシャッターモー
ドを解除してスローシャッターモードに
入る直前のモードに戻ります。

O スローシャッターモードの状態から電源
を切り、再度電源を入れ直すと通常モー
ドになります。

O スローシャッターモード時はゲイン制御
ができません。固定されたゲイン値（0
dB）で制御されます。

O 記録中はスローシャッターモードの設定
変更、または解除はできません。

1/121/6

1/8 1/151/4

1/8 1/15 1/301/4

O SPEED SEL ボタンで設定したシャッタ
ースピードを使用している（33 ページ）
状態から SLOWSHUT を割り当てた
USER ボタンを押しても、ビューファイ
ンダーや液晶モニターに「INVALID」が
表示され、スローシャッターモードに切
り替えることはできません。
SHUTTER ボタンで標準（OFF）の状態
にしてから、スローシャッターモードに
してください。

設定メニューDISPLAY SETUP画面のOTHER DISPLAY
項目で OFF 以外に設定しているときは、ビューファインダ
ーや液晶モニターの画面に、現在設定されているスローシャ
ッタースピードが表示されます。

1/ 4SLOW
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ホワイトバランス／ブラックバランス

ホワイトバランスの調整
ホワイトバランスは、照明条件が変わったとき
には、必ず調整し直して下さい。

ホワイトバランスの調整値は、WHITE BAL ス
イッチの A と B の位置にメモリーすることが
できます。
撮影条件に合わせて、メモリーを使い分けてく
ださい。
また、WHITE BAL スイッチの PRST の位置
には、3200Kと 5600Kのホワイトバランス
値をメモリーしています。
WHITE BAL スイッチが PRST の位置のとき
に AWBボタンを押すと、現在のホワイトバラ
ンス値が表示されます。
再度 AWB ボタンを押すと、3200K と
5600K のホワイトバランス値が交互に切り替
わります。
ホワイトバランスを調整する時間がないときな
ど、撮影条件に合わせて使い分けてください。

AWB Ach ACTIVE

調整中のメッセージ

AWB Ach OK

調整終了時のメッセージ

AWB Ach NG

調整できないときのメッセージ

1 シャッタースピードを設定します。

2 被写体の照明光源と同じ条件のところにホワ
イトパターンを置き、ズームアップして画面
全体に白を写します。
被写体近くの白い物（白布、白壁）を代用す
ることもできます。
O 画面内に高輝度スポットを入れないよう
にしてください。

3 WHITE BAL スイッチを Aまたは、Bの位
置にして、メモリーすることができます。
ホワイトバランスの調整値をメモリーする位
置（WHITE BAL スイッチの Aまたは、B）
にして、AWBボタンを押します。
O 数秒で調整が完了します。
（図のようなメッセージが表示されます。）

ホワイトバランスの調整方法

ホワイトバランスの自動調整ができていないと
きは、ビューファインダーや液晶モニターの画
面にエラーメッセージを表示します。
O ATW（Auto Tracking White）自動追尾式
ホワイト機能が動作しているときは、ホワイ
トバランスの自動調整ができません。

上記のエラーメッセージが表示された場合、処
置を行ってから再度ホワイトバランスの調整を
試みてください。
繰り返し試みてもエラーメッセージが表示され
る場合は、お買い上げの販売店にご相談くださ
い。

エラー
メッセージ

処置方法

LOW LIGHT 光量を多くする。
または、ゲインを上げる。

LEVEL
OVER

光量を少なくする。
または、ゲインを下げる。
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ホワイトバランス／ブラックバランス

ブラックバランスの調整

ブラックバランスは、通常、調整し直す必要は
ありませんが、次のような場合に調整が必要で
す。
O 本機を初めて使用するとき
O 長時間使用しなかった後に使用するとき
O 周囲の温度が大幅に変化した状態で使用する
とき

O 標準（OFF）のシャッタースピードやスロー
シャッターモードに切り替えたとき

O プログレッシブモードと標準（60i）モード
を切り替えたとき

AWB ボタンを押すと、ホワイトバランスを自
動調整します。
更にこのボタンを押し続けると、ブラックバラ
ンスの調整を行います。

O AWBボタンを押すと、まず、ホワイトバラ
ンスを調整しますので、ホワイトバランスを
調整する条件を整えてから行ってください。

O 記録中は、ブラックバランスの調整を行うこ
とができません。

ATW（Auto Tracking White）
自動追尾式ホワイト機能

設定メニュー SW MODE 画面の ATW項目で
は、WHITE BAL スイッチ（A/B/PRST の何
れかのポジション）に ATW機能を割り当てる
ことができます。（46ページ参照）
また、AUTO SW 画面の ATW 項目では、
AUTOボタンにATW機能を割り当てることが
できます。（47ページ参照）

ATW 機能を使用して撮影を行うと、常にホワ
イトバランスを自動的に調整しながら記録を行
います。
O ATW機能は、撮影環境を自動的に判定して、
最適なホワイトバランスに調整する機能で
す。環境によっては、多少の調整誤差が発生
することがあります。
高精度なホワイトバランス調整が必要な場合
は、前ページのホワイトバランス調整を行っ
てください。

ABB ACTIVE

調整中のメッセージ

ABB END

調整終了時のメッセージ
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タイムデータの設定

ユーザーズビットの設定
ユーザーズビットを設定することにより、16
進数 8桁までのメモ（日付、時刻）などの情報
をサブコードトラックに記録できます。
ユーザーズビットの設定内容は、自動的にメモ
リーされ、電源を切った後も保持されます。

1 本機のPOWERスイッチをONにします。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面
のUB MODE項目でUSERを選択します。
O メニューの操作は、42 ページを参照し
てください。

:
TCG H FREE RUN

FIRST REC TC H PRESET

TC PRESET H ––––
H UUSSEERR    TTIIMMEE

DDAATTEE        TTCCGG      FFRRMM..RRAATTEE
UB PRESET H ––––

;
PUSH MENU TO RETURN

UUBB  MMOODDEE

RECORDING SETUP

3 OPERATION レバーを 4 方向に倒して、
UB PRESET項目に移動します。

:
TCG H FREE RUN

FIRST REC TC H PRESET

TC PRESET H ––––
UB MODE H USER

H ––––––––  YYEESS
;

PUSH MENU TO RETURN

UUBB  PPRREESSEETT

RECORDING SETUP

4 OPERATION レバー（;）を押して、[1]
を YESに移動します。

:
TCG H FREE RUN

FIRST REC TC H PRESET

TC PRESET H ––––
UB MODE H USER

––––––––  HYYEESS
;

PUSH MENU TO RETURN

UUBB  PPRREESSEETT

RECORDING SETUP

5 下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、
OPERATION レバーでユーザーズビットを
設定します。
OPERATION レバーを、3 方向や 4 方向
に倒して、ユーザーズビットの文字を選択し、
OPERATION レバー（;）を押して次の桁
に移動します。
O 設定できるユーザーズビットの文字は、
数字の0～ 9とアルファベットのA～ F
です。

O 下記の画面でCOUNTER RESETボタン
を押すと、ユーザーズビットをゼロにリ
セットします。

0 0 0 0 0 0 0 

+ :PUSH PLAY
– :PUSH STOP
SEL:PUSH STILL

PUSH MENU TO RETURN

0

UB PRESET

PRESET OK?

YES
NNOO    ––––––.. PPUUSSHH  SSTTIILLLL

UB PRESET

6 ユーザーズビットの設定が完了すると、
MENUボタンを押します。
下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、
OPERATION レバーを 4 方向に倒して、
YESを選択してOPERATIONレバー（;）
を押します。

7 MENUボタンを 2度押して、メニューモー
ドを解除します。
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タイムデータの設定

タイムコードの設定
設定メニュー RECORDING SETUP 画面の下
記の項目で、タイムコードに関わる各種の設定
を行います。
O TC MODE項目
O TCG項目
O FIRST REC TC項目
O TC PRESET項目
O 1394 TC REGEN 項目（VCR モードのと
きにメニュー項目が表示されます）

詳しくは、49ページを参照してください。
O VCR モードのときは、1394 TC REGEN
項目がONに設定されていると、上記に示す
項目の設定を変更することができません

1 本機のPOWERスイッチをONにします。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面
の FIRST REC TC 項目で PRESET を選択
します。
O メニューの操作は、42 ページを参照し
てください。

3 OPERATION レバーを 4 方向に倒して、
TC PRESET項目に移動します。

:
TCG H FREE RUN

FIRST REC TC H PRESET

H ––––––––  YYEESS
UB MODE H USER

UB PRESET H ––––
;

PUSH MENU TO RETURN

TTCC  PPRREESSEETT

TC PRESET

:
TCG H FREE RUN

RREEGGEENN
H PPRREESSEETT

TC PRESET H ––––
UB MODE H USER

UB PRESET H ––––
;

PUSH MENU TO RETURN

FFIIRRSSTT  RREECC  TTCC

TC PRESET

4 OPERATION レバー（;）を押して、[1]
を YESに移動します。

:
TCG H FREE RUN

FIRST REC TC H PRESET

––––––––  HYYEESS
UB MODE H USER

UB PRESET H ––––
;

PUSH MENU TO RETURN

TTCC  PPRREESSEETT

TC PRESET

5 下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、
OPERATION レバーでタイムコード値を設
定します。
OPERATION レバーを、3 方向や 4 方向
に倒して、タイムコード値を選択し、
OPERATION レバー（;）を押して次の桁
に移動します。
O 下記の画面でCOUNTER RESETボタン
を押すと、タイムコード値をゼロにリセ
ットします。

0h00m00s00f

+ :PUSH PLAY
– :PUSH STOP
SEL:PUSH STILL

PUSH MENU TO RETURN

0

TC PRESET

PRESET OK?

YES
NNOO    ––––––.. PPUUSSHH  SSTTIILLLL

TC PRESET

6 タイムコード値の設定が完了すると、
MENUボタンを押します。
下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、
OPERATION レバーを 4 方向に倒して、
YESを選択してOPERATIONレバー（;）
を押します。

7 MENUボタンを 2度押して、メニューモー
ドを解除します。

TC PRESET項目の設定方法
記録開始時のタイムコードを、ユーザーが指定
する値を初期値として記録する場合、TC
PRESET項目でタイムコード値を設定します。
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シーンファイル

各種撮影状況に応じた設定を、シーンファイル
ダイヤルの各ポジションに保存しています。
撮影時、シーンファイルダイヤルで瞬時に必要
なファイルが読み出せます。

工場出荷時の設定では、次のファイルが保存さ
れています。

O 記録中にシーンファイルを変更しても、プロ
グレッシブモードは、変更されません。
プログレッシブモードを変更する場合は、記
録待機状態にしてください。

F1： SCENE 
標準の撮影に適したファイル。

F2： SCENE FLOU.
蛍光灯の特性を考慮した撮影（屋内撮影な
どの撮影）に適したファイル。

F3： SCENE SPARK
被写体にメリハリをつけた撮影（披露宴な
どの撮影）に適したファイル。

F4： SCENE B-STR
暗い部分の階調を広げた撮影（夕暮れなど
の撮影）に適したファイル。

F5： SCENE 24P
プログレッシブ 24P モードの撮影に適し
たファイル。

F6： SCENE ADVANC
プログレッシブ 24P アドバンスモードの
ファイル。
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1 本機のPOWERスイッチをONにします。

2 シーンファイルダイヤルを回して、変更する
シーンファイルを選択します。

3 設定メニューSCENE FILE 画面の項目を変
更します。
O メニューの操作は、42 ページを参照し
てください。 7 ファイル名の設定が完了すると、MENU ボ

タンを押します。4 OPERATION レバーを 4 方向に倒して、
NAME EDIT項目に移動します。

:
V DETAIL FREQ THIN

PROGRESSIVE H OFF

H ––––––––  YYEESS
SAVE/INIT H ––––

PUSH MENU TO RETURN

NNAAMMEE  EEDDIITT

SCENE F1:      

シーンファイルの設定変更
シーンファイルの設定値は、変更することもで
きます。
また、変更したシーンファイルを、シーンファ
イルダイヤルの各ポジションに保存することも
できます。

5 OPERATION レバー（;）を押して、[1]
を YESに移動します。

:
V DETAIL FREQ THIN

PROGRESSIVE H OFF

––––––––  HYYEESS
SAVE/INIT H ––––

PUSH MENU TO RETURN

NNAAMMEE  EEDDIITT

SCENE F1:      

6 下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、
OPERATIONレバーで6文字のファイル名
を設定します。
O 設定できる文字
□（スペース）A～ Z 0 ～ 9 ：； < = >
? ＠ [ ¥ ] ^ _

SW POSITION F1

+ :PUSH PLAY
– :PUSH STOP
SEL:PUSH STILL

PUSH MENU TO RETURN

NAME EDIT

シーンファイル

8 OPERATION レバーを 4 方向に倒して、
SAVE/INIT項目に移動します。

:
V DETAIL FREQ THIN

PROGRESSIVE H OFF

NAME EDIT H ––––
H ––––––––  YYEESS

PUSH MENU TO RETURN

SSAAVVEE//IINNIITT

SCENE F1:222222

9 OPERATION レバー（;）を押して、[1]
を YESに移動します。

:
V DETAIL FREQ THIN

PROGRESSIVE H OFF

NAME EDIT H ––––
––––––––  HYYEESS

PUSH MENU TO RETURN

SSAAVVEE//IINNIITT

SCENE F1:222222



41

シーンファイル

10 下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、
OPERATION レバー（;）を押して、
[1] を YESに移動します。

H ––––––––  YYEESS
INITIAL H ––––

PUSH MENU TO RETURN

SSAAVVEE

FILE F1:222222

11 下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、
OPERATION レバーを 4 方向に倒して、
YES を選択して OPERATION レバー
（;）を押します。

SAVE ?

YES
NNOO    ––––––.. PPUUSSHH  SSTTIILLLL

FILE F1:222222

12 ビープ音が連続10回鳴り、下記のメッセ
ージが表示され、シーンファイルの変更が
完了します。

SAVE

COMPLETED!

13 MENUボタンを 3度押して、メニューモ
ードを解除します。

SAVEを行わないで、メニューモードを解除
した場合、VCR モードに切り替えたときや
電源を OFF にしたときは、シーンファイル
の設定値が、元に戻ります。

シーンファイルの設定値を工場出荷時の設定
に戻す場合は、ステップ 10 で INITIALを
選択して、ステップ 11 ～ 13 を同様に行い
ます。
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設定メニュー

撮影シーンや記録内容に合わせて、本機の設定
を設定メニューで変更することができます。

操作方法

1 撮影や記録以外の動作モードのときに、
MENUボタンを押します。
メニューモードになり下記の機能画面が、ビ
ューファインダーや液晶モニターに表示され
ます。

2 OPERATION レバーを、3 方向や 4 方向
に倒して、設定したい機能に反転表示しいる
部分を移動します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [V]
[B] ボタンを押します。）

2.CAMERA SETUP
3.SW MODE
4.AUTO SW
5.RECORDING SETUP
6.DISPLAY SETUP
7.OTHER FUNCTIONS

PUSH MENU TO EXIT

1.SCENE FILE

CAMERA MENU

[カメラモード]

2.RECORDING SETUP
3.AV IN/OUT SETUP
4.DISPLAY SETUP
5.OTHER FUNCTIONS

PUSH MENU TO EXIT

1.PLAYBACK FUNCTIONS

VCR FUNCTIONS

[VCRモード]

3 OPERATION レバー（;）を押して、設定
項目を表示します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

HVVCCRR11  VVCCRR22
OOFFFF

DV CONTROL HOFF

DV CMD SEL HREC P
REC LAMP HBOTH

BEEP SOUND HON
;

PUSH MENU TO RETURN

REMOTE

OTHER FUNCTIONS

例：

4 OPERATION レバーを、3 方向や 4 方向
に倒して、設定したい項目に反転表示してい
る部分を移動します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [V]
[B] ボタンを押します。）

REMOTE HVCR1

DV CONTROL HOFF

DV CMD SEL HREC P
OOFFFF      FFRROONNTT
RREEAARR H BBOOTTHH

BEEP SOUND HON
;

PUSH MENU TO RETURN

REC LAMP

OTHER FUNCTIONS

例：

5 OPERATION レバー（;）を押して、[1]
を変更したい設定値に移動します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [M] ボ
タンを押します。）

数値などを変更するときは、変更する数値の
位置に [1] を移動し、OPERATION レバ
ーを 3 方向や 4 方向に倒して、設定値を変
更します。
（リモコンの場合は、SET ボタンの [V]
[B] ボタンを押します。）

6 他の項目を変更する場合は、4 と 5 を繰り

返します。
設定を終了する場合は、MENU ボタンを押
して、機能画面に戻ります。

7 他の機能を変更する場合は、2 ～ 5 を繰り

返します。
メニューモードを終了する場合は、再度
MENU ボタンを押して、通常画面に戻りま
す。

REMOTE HVCR1

DV CONTROL HOFF

DV CMD SEL HREC P
OOFFFF    H FFRROONNTT
RREEAARR BBOOTTHH

BEEP SOUND HON
;

PUSH MENU TO RETURN

REC LAMP

OTHER FUNCTIONS

例：
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設定メニュー

設定メニューの構成

CAMERAモードのメニュー

SCENE FILE

CAMERA SETUP

DETAIL LEVEL

CHROMA LEVEL
CHROMA PHASE
COLOR TEMP
MASTER PED
A. IRIS LEVEL

KNEE
MATRIX
SKIN TONE DTL
V DETAIL FREQ
PROGRESSIVE
NAME EDIT
SAVE/INIT

AUTO SW A. IRIS
AGC
ATW
AF

RECORDING SETUP REC SPEED
AUDIO REC
MIC ALC
MIC GAIN 1
MIC GAIN 2
TC MODE
TCG
FIRST REC TC
TC PRESET
UB MODE
UB PRESET
INTERVAL REC
REC TIME
INTERVAL TIME

OTHER FUNCTIONS REMOTE
DV CONTROL
DV CMD SEL
REC LAMP
BEEP SOUND
CLOCK SET
TIME SHIFT
TAPE PROTECT
USER FILE
HOUR METER

SYNCRO SCAN
ASPECT CONV
COLOR BAR
SETUP

SW MODE MID GAIN
HIGH GAIN
ATW
HANDLE ZOOM
IRIS DIAL
USER1
USER2

DISPLAY SETUP ZEBRA DETECT 1
ZEBRA DETECT 2
MARKER

DATE/TIME
LEVEL METER
ZOOM•FOCUS
TAPE•BATTERY
OTHER DISPLAY

VIDEO OUT OSD

LCD BACKLIGHT

EVF SET
SELF SHOOT
EVF MODE

GAMMA

V DETAIL LEVEL
DETAIL CORING

USER3

LCD SET

EVF COLOR

VCRモードのメニュー

RECORDING SETUP REC SPEED
AUDIO REC

TC MODE
TCG
FIRST REC TC
TC PRESET

1394 TC REGEN

UB MODE
UB PRESET

1394 UB REGEN

OTHER FUNCTIONS REMOTE
CLOCK SET
TIME SHIFT
USER FILE
HOUR METER

PLAYBACK FUNCTIONS END SEARCH
32K(12bit)AUDIO
AUDIO OUT

AV IN/OUT SETUP A DUB INPUT
DV OUT

DISPLAY SETUP DATE/TIME
LEVEL METER
TAPE•BATTERY
OTHER DISPLAY
VIDEO OUT OSD
CAMERA DATA
LCD BACKLIGHT
LCD SET

EVF MODE
EVF SET
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設定メニュー

SCENE FILE 画面

項目/
（表示モード）

設定内容

DETAIL LEVEL
（カメラ）

ディテール量の調整を行います。
－7 ･･･ 0 ･･･ ＋ 7

V DETAIL
（カメラ）

画像垂直方向の輪郭補正の強弱の調整を行
います。
－7 ･･･ 0 ･･･ ＋ 7

DTL CORING
（カメラ）

ディテール信号のノイズを除去するレベル
を調整します。
－7 ･･･ 0 ･･･ ＋ 7
－方向にすると鮮明な映像になりますが、
ノイズも多少増えます。
＋方向にするとノイズが少なくなります。

CHROMA
LEVEL
（カメラ）

クロマレベルの調整を行います。
－7 ･･･ 0 ･･･ ＋ 7

CHROMA
PHASE
（カメラ）

クロマ位相の微調整を行います。
－7 ･･･ 0 ･･･ ＋ 7

COLOR TEMP
（カメラ）

色温度の微調整（ホワイトバランス調整を
行った後の微調整）を行います。
－7 ･･･ 0 ･･･ ＋ 7

MASTER PED
（カメラ）

映像の基準とする黒のマスターペデスタル
の調整を行います。
－15 ･･･ 0 ･･･ ＋ 15

A. IRIS LEVEL
（カメラ）

AUTO IRIS 目標値の設定を行います。
－4 ･･･ 0 ･･･ ＋ 4

SKIN TONE
DTL
（カメラ）

肌色ディテールの ON/OFF を切り替えま
す。
ON にすると、肌色部分のディテールが減
少し、肌のざらざら感を少なくします。
OFF ON

V DETAIL
FREQ
（カメラ）

プログレッシブモードで撮影するときの、
垂直方向のディテールを設定します。
THIN ： ディテールを細くします。
MID ： ディテールを少し太くします。
THICK： ディテールを太くします。
O ｢THIN」や「MID」に設定してプログレ
ッシブモードで撮影した映像を、通常の
モニターテレビ（60i ：インターレース）
で再生した場合、水平の線や水平に近い
斜めの線に、ちらつき感が生じます。
プログレッシブの環境で再生するとき
は、「THIN」や「MID」に設定すること
で、「THICK」に設定したときよりも高
解像度の映像が得られます。

GAMMA
（カメラ）

ガンマカーブを選択します。
LOW：
低輝度部の傾きが穏やかなガンマカーブ
を使用して、落ち着きのある映像にしま
す。コントラストは、シャープな感覚に
なります。

NORM：
標準の映像にします。

HIGH：
低輝度部の傾きが急なガンマカーブを使
用して、暗い部分の階調を広げて明るい
感覚の映像にします。コントラストは、
ソフトな感覚になります。

B.PRESS：
LOW よりコントラストをよりシャープ
にした感覚の映像にします。

CINE-LIKE ：
映画感覚の映像に仕上げるガンマカーブ
を使用します。CINE-LIKE_D よりノイ
ズの少ない映像になります。

CINE-LIKE_D：
CINE-LIKE に比べダイナミックレンジ
が高くなります。

CINE-LIKE_V ：
コントラスト重視の映画感覚の映像に仕
上げるガンマカーブを使用します。

CINE-LIKE ガンマを選択したときは、
その特長を充分に生かすために、レンズ
絞りは通常の映像レベルより低く（約
1/2）することをお奨めします。

MATRIX
（カメラ）

マトリックステーブルを選択して、撮影時
の色を表現します。
NORM：
屋外やハロゲンランプの光源で撮影を行
うときに適した色を表現します。

ENRICHED：
NORMより鮮やかな色を表現します。

FLOU：
蛍光灯下の屋内で撮影を行うときに適し
た色を表現します。

CINE-LIKE ：
映画感覚の撮影を行うときに適した色を
表現します。

KNEE
（カメラ）

白飛びを押さえるために、CCD が受光し
た高輝度の映像信号を圧縮するレベル（ニ
ーポイント）を設定します。
AUTO：
受光した信号に応じて自動で設定しま
す。

LOW：
低めの設定（約80%から圧縮を開始）

MID：
中間の設定（約90%から圧縮を開始）

HIGH：
高めの設定（約100%から圧縮を開始）

項目/
（表示モード）

設定内容
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設定メニュー

SCENE FILE 画面

項目/
（表示モード）

設定内容

PROGRESSIVE
（カメラ）

プログレッシブモード撮影の設定を行いま
す。
OFF：
プログレッシブモードの撮影を行いませ
ん。

30P：
30P モード（30 フレーム/秒）で撮影
を行います。

24P：
24P モード（24 フレーム/秒）で撮影
を行います。
テープには、[2： 3] 変換方式で記録し
ます。

24P(ADV)：
24P アドバンスモード（24 フレーム/
秒）で撮影を行います。
テープには、アドバンス変換方式で記録
します。

NAME EDIT
（カメラ）

シーンファイルダイヤルで選択されている
シーンファイルの、ファイル名を編集しま
す。

SAVE/INIT
（カメラ）

SAVE：
変更したシーンファイルの設定値を、保存
します。
OSAVEを行わないで、メニューモードを
解除した場合、VCR モードに切り替え
たときや電源を OFF にしたときは、シ
ーンファイルの設定値が、元に戻ります。

INITIAL ：
シーンファイルダイヤルで選択されてい
る、シーンファイルの設定値を工場出荷時
の状態に戻します。

CAMERA SETUP画面

項目/
（表示モード）

設定内容

SYNCRO
SCAN
（カメラ）

テレビ画面を撮影するときなどに使用する
シンクロスキャンシャッタースピードの調
整を行います。
OPERATIONレバーを、3 方向や 4 方向
に倒したままにすると、設定値が変わるス
ピードが速くなり、ビープ音が鳴ります。
OプログレッシブモードOFF：
1/60.3 ･･･ 1/250.0

Oプログレッシブモード30P：
1/30.1 ･･･ 1/48.0 ･･･ 1/250.0

Oプログレッシブモード24P/24PA：
1/24.1 ･･･ 1/48.0 ･･･ 1/250.0

ASPECT CONV
（カメラ）

記録する映像のアスペクト比を選択しま
す。
NORM：
標準の4：3モードで記録します。

LETTER BOX：
画角を 16 ： 9 モードにして記録しま
す。画面の上下に黒い帯が記録されます。

SQUEEZE：
カメラ映像を水平方向に圧縮して16：
9モニタで最適な表示になるようにしま
す。

<ノート >
SQUEEZE に切り替えたとき、一瞬ビュ
ーファインダーや液晶モニターの映像が乱
れることがありますが、故障ではありませ
ん。

SETUP
（カメラ）

セットアップレベル（黒レベル）の付加を
設定します。
0%：
セットアップレベルを付加しません。

7.5%：
7.5%のセットアップレベルを付加して
記録します。

COLOR BAR
（カメラ）

カラーバー表示の ON/OFF を切り替えま
す。
OFF ON
Oカラーバー表示を ON に設定しても、
VCR モードに切り替えたときや電源を
OFF にしたときは、カラーバー表示が
OFFに戻ります。
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項目/
（表示モード）

設定内容

USER1
（カメラ）

USER1 ボタンに割り当てる機能の動作を
設定します。
COLOR BAR：
カラーバー表示の ON/OFF を切り替え
ます。

SPOTLIGHT：
スポットライト用のオートアイリス制御
のON/OFF を切り替えます。

BACKLIGHT：
逆光補正用のオートアイリス制御の
ON/OFF を切り替えます。

BLACKFADE：
ボタンを押し続けると、映像全体を黒で
フェードアウトします。このとき音声も
同様にフェードアウトされます。

WHITEFADE：
ボタンを押し続けると、映像全体を白で
フェードアウトします。このとき音声も
同様にフェードアウトされます。

MODECHECK：
ボタンを押すと、現在設定されているカ
メラの状態が、ビューファインダーや液
晶モニターに表示され確認できます。

ATW：
ATW 機能動作の ON/OFF を切り替え
ます。

ATWLOCK：
ボタンを押すと、ホワイトバランスの値
を固定します。再度押すと、ATW機能
動作を行います。

GAIN:18 dB ：
ボタンを押すと、ゲイン値を 18dB に
設定します。なお、プログレッシブモー
ド、スローシャッターモードでは無効に
なります。
Oゲイン値を 18dB に切り替えたとき
や、18dB から他のゲイン値に切り
替えたときは、画像が一瞬乱れること
があります。

INDEX：
撮影や記録の最中にボタンを押すと、イ
ンデックス信号がテープに記録されま
す。また、撮影や記録の一時停止状態に
ボタンを押すと、インデックス信号の記
録待機状態になります。この状態から撮
影や記録を開始するとインデックス信号
がテープに記録されます。
インデックス信号を記録することで、再
生時に検索（インデックスサーチ）する
ことができます。（67ページ参照）

SLOWSHUT：
ボタンを押すとスローシャッターモード
になります。ボタンを押すごとに ON/
OFF が切り替わります。

USER3
（カメラ）

USER3 ボタンに割り当てる機能の動作を
設定します。
設定内容はUSER1項目と同じです。
INDEX

USER2
（カメラ）

USER2 ボタンに割り当てる機能の動作を
設定します。
設定内容はUSER1項目と同じです。
BACKLIGHT

設定メニュー

SW MODE画面

項目/
（表示モード）

設定内容

MID GAIN
（カメラ）

GAIN スイッチのM位置に割り当てる、ゲ
イン値を設定します。
0dB、3dB、6dB、9dB、12dB

HIGH GAIN
（カメラ）

GAIN スイッチのH位置に割り当てる、ゲ
イン値を設定します。
0dB、3dB、6dB、9dB、12dB

ATW
（カメラ）

WHITE BAL スイッチに割り当てる、
ATW（自動追尾式のホワイトバランス）
機能の動作を設定します。
OFF：
ATW 機能を動作させません。ただし、
AUTO ボタンや USER ボタンに ATW
機能が設定されている場合は、そのボタ
ンの動作に従います。

Ach：
WHITE BAL スイッチを A の位置に切
り替えたときに、ATW機能を動作させ
ます。

Bch ：
WHITE BAL スイッチを B の位置に切
り替えたときに、ATW機能を動作させ
ます。

PRE：
WHITE BAL スイッチを PRST の位置
に切り替えたときに、ATW機能を動作
させます。

HANDLE
ZOOM
（カメラ）

HANDLE ZOOMスイッチの各位置に割り
当てる、ズームスピードを設定します。
L/OFF/H：
1/2/3 の各位置に、LOW（低速）
/OFF/HIGH（高速）を設定します。
（OFFは、ズーム動作を行いません。）
L/M/H：
1/2/3 の各位置に、LOW/MID（中速）
/HIGHを設定します。

IRIS DIAL
（カメラ）

IRIS ダイヤルの回転方向と絞り制御を設定
します。（MANUAL IRIS モード時）
DOWN OPEN：
IRIS ダイヤルを下方向に回したときに、
絞りが開きます。

UP OPEN：
IRIS ダイヤルを上方向に回したときに、
絞りが開きます。

　　　 は、工場出荷モードです。
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設定メニュー

　　　 は、工場出荷モードです。

AUTO SW画面

項目/
（表示モード）

設定内容

A. IRIS
（カメラ）

ON：
AUTO ボタンを押したときにオートア
イリス制御の動作を行います。
このとき IRIS ボタンは機能しません。

OFF：
AUTO ボタンを押しても、オートアイ
リス制御の動作を行いません。
IRIS ボタンで選択されているアイリス
制御の動作を行います。

ATW
（カメラ）

ON：
AUTOボタンでATW（自動追尾式のホ
ワイトバランス）機能動作の ON/OFF
を切り替えます。
このとき WHITE BAL ス イ ッ チや
USER ボタンでは、ATW 機能動作の
ON/OFF を行うことができません。
ただし、USERボタンにATWLOCKを
わり割り当てているときは、USER ボ
タンでホワイトバランスの値を固定する
ことができます。

OFF：
AUTOボタンを押しても、ATW機能動
作を行いません。
WHITE BAL スイッチで選択されている
ATW機能動作を行います。

AF
（カメラ）

ON：
AUTO ボタンを押したときにオートフ
ォーカスの動作を行います。
このとき FOCUS スイッチや PUSH
AUTOボタンは機能しません。

OFF：
AUTO ボタンを押しても、オートフォ
ーカスの動作を行いません。
FOCUSスイッチやPUSH AUTOボタ
ン選択されているフォーカスの動作を行
います。

AGC
（カメラ）

A IRS 項目でONが選択されたときのオー
トゲイン制御の動作を設定します。
6dB：
AUTO ボタンを押したときに、最大
6dBのオートゲイン制御を行います。

12dB：
AUTO ボタンを押したときに、最大
12dBのオートゲイン制御を行います。

OFF：
AUTO ボタンを押しても、オートゲイ
ン制御を行いません。

PLAYBACK FUNCTIONS画面

項目/
（表示モード）

設定内容

END SEARCH
（VCR）

EVF DTL/END SEARCH ボタンを押し
たときの動作を設定します。
BLANK：
ビデオテープの無記録部分を検索しま
す。

REC END：
撮影した最後の部分を検索します。

<ノート >
OREC ENDに設定していても、テープを
取り替えると、撮影した最後の部分を検
索することができません。

Oテープに記録部分がない場合は、テープ
終端で停止します。

Oテープ始端付近や途中に無記録部分ある
場合、正しく動作しないことがあります。

32K (12bit)
AUDIO
（VCR）

32K（12bit）音声モードで記録されたテ
ープを再生したときに、CH1信号と CH2
信号として出力する音声を設定します。
ST1：
撮影時に記録した音声を選択します。
CH1信号 =CH1トラック
CH2信号 =CH2トラック

ST2：
アフレコ記録した音声を選択します。
CH1信号 =CH3トラック
CH2信号 =CH4トラック

MIX：
撮影時に記録した音声とアフレコ記録し
た音声をミックスします。
CH1信号 =CH1+CH3トラック
CH2信号 =CH2+CH4トラック

<ノート >
48K（16bit）音声モードで記録されてい
る場合、CH3と CH4は存在しませんので、
常に
CH1信号 =CH1トラック
CH2信号 =CH2トラック

となります。
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RECORDING SETUP画面

項目/
（表示モード）

設定内容

REC SPEED
（カメラ）
（VCR）

記録時間モードを選択します。
SP：SP（標準）モード
LP：LP（長時間）モード

AUDIO REC
（カメラ）
（VCR）

PCM オーディオへの記録変換方式を選択
します。
32K(12bit)：12bit/32kHz
48K(16bit)：16bit/48kHz

MIC ALC
（カメラ）

マイクレベル自動制御機能の ON/OFF を
切り替えます。
OFF ON
ON に設定すると、過大な入力レベルのと
きに音声歪みを低減することができます。
O音声信号の記録レベルは、この項目の設
定に関係なく、AUDIO コントロールつ
まみで調整してください。

MIC GAIN 1
（カメラ）

INPUT 1 端子に接続する、外部マイクの
入力レベルを設定します。
-50dB -60dB

MIC GAIN 2
（カメラ）

INPUT 2 端子に接続する、外部マイクの
入力レベルを設定します。
-50dB -60dB

設定メニュー

　　　 は、工場出荷モードです。

項目/
（表示モード）

設定内容

AUDIO OUT
（VCR）

テープを再生したときに、AUD I O
IN/OUT 端子（ピンジャック）から出力す
る音声信号を設定します。
CH1･CH2：
CH1端子 =CH1信号
CH2端子 =CH2信号

CH1：
CH1端子 =CH1信号
CH2端子 =CH1信号

CH2：
CH1端子 =CH2信号
CH2端子 =CH2信号

32K（12 bit）AUDIO 項目/AUDIO OUT 項目の設定とAUDIO IN/OUT端
子（ピンジャック）から出力される音声トラック

音声記録モード
AUDIO OUT
項目の設定

AUDIO IN/OUT
CH1の出力

AUDIO IN/OUT
CH2の出力

32K（12 bit）
AUDIO項目の設定

32K（12 bit）

48K（16 bit）

CH1･CH2
CH1
CH2

CH1
CH1
CH2

CH2
CH1
CH2

ST1

CH1･CH2
CH1
CH2

CH3
CH3
CH4

CH4
CH3
CH4

ST2

__ CH1+CH3 CH2+CH4MIX

CH1･CH2
CH1
CH2

CH1
CH1
CH2

CH2
CH1
CH2

__

PLAYBACK FUNCTIONS画面

各入力と記録される音声トラック

入力
アフレコ時

（12bit モード）
撮影時

内蔵マイク L CH1 CH3

内蔵マイク R CH2 CH4

INPUT 1（XLR） CH1 CH3

INPUT 2（XLR） CH2（CH1） CH4（CH3）

AUDIO IN/OUT
CH1（ピンジャック）

__ CH3

AUDIO IN/OUT
CH2（ピンジャック）

撮影時に記録する音声トラックは、CH1 SELECT スイッチ
とCH2 SELECTスイッチで変更可能です。
アフレコ時に記録する音声トラックは、AV IN/OUT
SETUP画面のA DUB INPUT項目で変更可能です。

__ CH4



49

項目/
（表示モード）

設定内容

1394 TC
REGEN
（VCR）

DV 端子に接続している機器の信号を記録
するとき、記録するタイムコードを選択し
ます。
OFF：
TC MODE 項 目 /TCG 項 目 /FIRST
REC TC 項目で設定されたタイムコー
ドで記録します。

ON：
DV 端子に入力されている信号のタイム
コードで記録します。

Oこの項目が ON に設定された場合、TC
MODE 項目 /TCG 項目 /FIRST REC
TC項目の設定よりも優先されます。

ODV 端子に信号が入力されていないとき
は、TC MODE 項目/TCG 項目/FIRST
REC TC項目の設定に従います。

1394 UB
REGEN
（VCR）

DV 端子に接続している機器の信号を記録
するとき、記録するユーザーズビットを選
択します。
OFF：
UB MODE 項目で選択されているユー
ザーズビットで記録します。

ON：
DV 端子に入力されている信号のユーザ
ーズビットで記録します。

Oこの項目が ON に設定された場合、UB
MODE項目の設定よりも優先されます。

Oユーザーズビット情報が無い信号の場合
は、ユーザーズビットを記録しません。

ODV 端子に信号が入力されていないとき
は、UB MODE項目の設定に従います。

設定メニュー

　　　 は、工場出荷モードです。

RECORDING SETUP画面

項目/
（表示モード）

設定内容

TC MODE
（カメラ）
（VCR）

内部タイムコードジェネレーターのタイム
コードを記録するときの、タイムコード補
正モードを選択します。
DF ：ドロップフレームモードを使用しま

す。
NDF ：ノンドロップフレームモードを使用

します。
Oプログレッシブモードを 24P や 24P
(ADV) に設定しているときは、この項
目の設定に関係なく、ノンドロップフレ
ームモードになります。

TCG
（カメラ）
（VCR）

内部タイムコードジェネレーターを歩進さ
せる動作モードを設定します。
FREE RUN：
動作モードに関係なく歩進させます。

REC RUN：
記録中のときに歩進させます。

FIRST REC TC
（カメラ）
（VCR）

記録開始時に記録するタイムコードを選択
します。
REGEN：
テープ上のタイムコードに連続する（リ
ジェネする）ように記録します。

PRESET：
テープ上のタイムコードにリジェネを行
いません
TC PRESET 項目で設定した値を初期
値として、タイムコードを記録します。
ただし、つなぎ撮りを行ったときは、強
制的にリジェネを行います。

TC PRESET
（カメラ）
（VCR）

記録するタイムコードの初期値を設定しま
す。
FIRST REC TC 項目で PRESET を選択
したときに有効になります。
Oプログレッシブモードを 24P や 24P
(ADV) に設定しているときは、フレー
ムの値を、0または、5の倍数に設定し
てください。他の値の場合、記録するタ
イムコードがずれます。

UB MODE
（カメラ）
（VCR）

ユーザーズビットとして記録する内容を設
定します。
USER：
ユーザーの情報を記録します。

TIME：
記録した時刻を記録します。

DATE：
記録した日付を記録します。

TCG：
タイムコードジェネレーターの値を記録
します。

FRM. RATE：
フレーム変換のフレームレート情報を記
録します。
22 02 22 22

記録管理情報
O更新フレーム情報
OREC START/STOP
情報

フレームレート情報
Oフレームレート（60/30/24）
O I/P 識別情報
O変換情報
Oフレームレート係数

フレームシーケンスNo.
O24P/24P (ADV) モードのとき
は、0～4を表示。

O60i/30Pモードのときは、Fを
表示。

ユーザーズビット値の検算情報

UB PRESET
（カメラ）
（VCR）

ユーザーズビットを設定します。
ただし、UB MODE 項目で USER を選択
している必要があります。



AV IN/OUT SETUP画面

項目/
（表示モード）

設定内容

A DUB INPUT
（VCR）

アフレコを行うときに記録する音声を選択
します。
MIC：
内蔵のマイクロホンや INPUT1/2 端子
に接続した外部機器の音声を記録しま
す。（CH1 SELECT スイッチと CH2
SELECTスイッチで切り替えます。）

A_IN ：
AUDIO IN/OUT 端子（ピンジャック）
に接続したオーディオ機器の音声を記録
します。

<ノート >
16bit 音声モードで記録されている場合、
アフレコを行うと撮影時の音声に上書きし
て記録されます。

DV OUT
（VCR）

入力されているアナログ信号をデジタル信
号に変換して、DV 端子から出力する機能
のON/OFF を切り替えます。
OFF ON
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設定メニュー

　　　 は、工場出荷モードです。

RECORDING SETUP画面

REC TIME
（カメラ）

間欠記録を行うときの記録時間の設定
0.5s：0.5 秒 1s ：1.0 秒
1.5s：1.5 秒 2s ：2.0 秒

INTERVAL
TIME
（カメラ）

間欠記録時を行うときのインターバル時間
の設定
15s ：15秒 30s ：30秒
1m ：1分 5m ：5分
10m：10分

項目/
（表示モード）

設定内容

INTERVAL REC
（カメラ）

間欠記録モードを設定します。
OFF：
間欠記録を行いません。

ON：
START/STOP ボタンを押すと、REC
TIME 項目と INTERVAL TIME 項目で
設定したサイクルで、間欠記録を行いま
す。

ONE-SHOT：
コマ撮り撮影モードになります。
START/STOP ボタンを押すと、REC
TIME 項目で設定した秒数の記録を行
い、記録一時停止状態になります。

O間欠記録モードを ON や ONE-SHOT
に設定すると、VCR の動作モードの左
に「I －」が点滅します。記録を開始す
ると「I －」が点灯します。

O間欠記録モードを ON や ONE-SHOT
に設定しても、電源を OFF にしたとき
は、間欠記録モードがOFFに戻ります。

Oプログレッシブモードを 24P や 24P
(ADV) に設定しているときは、この項
目の設定に関係なく、OFFになります。
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設定メニュー

　　　 は、工場出荷モードです。

DISPLAY SETUP画面

項目/
（表示モード）

設定内容

ZEBRA
DETECT 1
（カメラ）

ビューファインダーや液晶モニターに表示
する、左側に傾いたゼブラパターンのレベ
ルを設定します。
80%、85%、90%、95%、100%、105%

ZEBRA
DETECT 2
（カメラ）

ビューファインダーや液晶モニターに表示
する、右側に傾いたゼブラパターンのレベ
ルを設定します。
80%、85%、90%、95%、100%、105%、
OFF
< ノート >
OFF に設定したときは、このゼブラパター
ンを表示しません。

MARKER
（カメラ）

マーカーの表示ON/OFF を切り替えます。
ON OFF

OONに設定すると、ZEBRA ボタンを押
してマーカーを表示することができま
す。
マーカーを表示しているときは、画面中
央付近の映像レベルを画面左下に%で表
示します。

DATE/TIME
（カメラ）
（VCR）

ビューファインダーや液晶モニターと映像
出力信号に、日付や時刻を表示する設定を
行います。
OFF：
日付や時刻を表示しません。

TIME：
時刻を表示します。

DATE：
日付を表示します。

TIME&DATTE：
日付と時刻を表示します。

OOFF 以外に設定すると、映像出力信号
には、VIDEO OUT OSDの設定に関係
なく日付や時刻が表示されます。

LEVEL METER
（カメラ）
（VCR）

オーディオレベルメーターの表示 ON/
OFF を切り替えます。
OFF ON

ZOOM･FOCUS
（カメラ）

ズーム値とフォーカス値の表示 ON/OFF
を切り替えます。
OFF ON

TAPE･BATTERY
（カメラ）
（VCR）

テープ残量とバッテリー残量の表示 ON/
OFF を切り替えます。
OFF ON

OTHER
DISPLAY
（カメラ）
（VCR）

ビューファインダーや液晶モニターに表示
する情報量を設定します。（60ページ参照）
OFF、PARTIAL、ALL

VIDEO OUT
OSD
（カメラ）
（VCR）

ON に設定すると、ビューファインダーや
液晶モニターに表示している情報を、映像
と一緒に映像出力信号として出力します。
ON OFF

LCD
BACKLIGHT
（カメラ）
（VCR）

液晶モニターのバックライトを調整しま
す。
Hi に設定すると、通常より明るくなります。
HI NORMAL

CAMERA
DATA
（VCR）

ON に設定すると、テープを再生するとき
撮影時のカメラ情報（手ぶれ補正、絞り値、
ゲイン値など）を表示します。
OFF ON

項目/
（表示モード）

設定内容

LCD SET
（カメラ）
（VCR）

液晶モニター映像の表示レベルを調整しま
す。
LCD COLOR LEVEL ：
液晶モニター映像の色濃度を調整しま
す。

LCD BRIGHTNESS：
液晶モニター映像の明るさを調整しま
す。

LCD CONTRAST：
液晶モニター映像のコントラストを調整
します。

EVF SET
（カメラ）
（VCR）

ビューファインダー映像の表示レベルを調
整します。
EVF COLOR LEVEL ：
ビューファインダー映像の色濃度を調整
します。

EVF BRIGHTNESS：
ビューファインダー映像の明るさを調整
します。

EVF CONTRAST：
ビューファインダー映像のコントラスト
を調整します。



設定メニュー

　　　 は、工場出荷モードです。

OTHER FUNCTIONS画面

項目/
（表示モード）

設定内容

REMOTE
（カメラ）
（VCR）

付属のワイヤレスリモコンでの操作を設定
します。（リモコン側の設定は、23ページ
を参照）
VCR1：
VCR1 用に設定されたリモコンでの操
作を受け付けます。

VCR2：
VCR2 用に設定されたリモコンでの操
作を受け付けます。

OFF：
リモコンでの操作を受け付けません。

DV CONTROL
（カメラ）

DV 端子にバックアップ用の機器を接続し
て、バックアップ撮影を行う場合の制御方
法を設定します。
OFF：
バックアップ用の機器を制御しません。

EXT：
本機の START/STOP ボタンで、バッ
クアップ用の機器を制御します。本機で
撮影している映像を、バックアップ用の
機器で記録します。
ただし、本機は記録動作を行いません。

BOTH：
本機で撮影している映像を、本機とバッ
クアップ用の機器の両方で記録します。

CHAIN：
撮影中に本機のテープが終端付近になる
と、記録待機状態にしているバックアッ
プ用の機器で、自動的に記録を開始しま
す。

DV CMD SEL
（カメラ）

本機の START/STOP ボタンを押したと
きに、バックアップ用の機器が行う記録動
作を設定します。
REC_P：
記録と記録一時停止に切り替わります。

STOP：
記録と停止に切り替わります。

<ノート >
バックアップ用の機器に、記録一時停止の
機能がない場合は、STOPを選択してくだ
さい。

REC LAMP
（カメラ）

タリーランプの点灯を設定します。
OFF：
タリーランプは点灯しません。

FRONT：
フロントのタリーランプ（マイクロホン
側）が点灯します。

REAR：
リアのタリーランプ（ビューファインダ
ー側）が点灯します。

BOTH：
フロントとリア、両方のタリーランプが
点灯します。

52

SELF SHOOT
（カメラ）

対面撮影を行うときに、液晶モニターのミ
ラー機能を切り替えます。
MIRROR に設定すると、対面撮影時に液
晶モニターの映像が左右反転して表示され
ます。
NORMAL MIRROR

EVF MODE
（カメラ）
（VCR）

液晶モニターとビューファインダーの表示
切り替えを選択します。
ON
ビューファインダーには、常に映像を表
示します。

AUTO：
液晶モニターを開くと、ビューファイン
ダーの映像が消えます。

EVF COLOR
（カメラ）

ビューファインダー表示をカラー/モノク
ロから選択します。
ON：
カラー表示

OFF
モノクロ表示

DISPLAY SETUP画面

項目/
（表示モード）

設定内容
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設定メニュー

　　　 は、工場出荷モードです。

OTHER FUNCTIONS画面

項目/
（表示モード）

設定内容

BEEP SOUND
（カメラ）

ビープ音のON/OFF を切り替えます。
OFF ON

ON に設定すると、下記のときにビープ音
を発信します。
Oビープ音を発信するときは、出力端子か
らの音声信号をミュートしてビープ音を
出力します。

[ビープ音1回]
OPOWERスイッチをONにしたとき
O撮影を開始したとき

[ビープ音2回]
O撮影を一時停止したとき

[ビープ音連続10回]
Oカセットテープが挿入されていないと
き

Oカセットテープが記録禁止状態のとき
O本機内部に結露が発生したとき
O本機に異常が発生したとき

CLOCK SET
（カメラ）
（VCR）

本機の内蔵カレンダーを設定します。

HOUR METER
（カメラ）
（VCR）

シリンダーヘッドの総回転時間（時間単位
で5桁）を表示します。

TIME SHIFT
（カメラ）
（VCR）

この項目で設定した時間を、内蔵カレンダ
ーの時刻に加算（時差補正）して、ビュー
ファインダーや液晶モニターに表示しま
す。また、テープにも、加算した時刻が記
録されます。
＋23h ･･･ ＋ 1h、OFF、－1h ･･･ － 23h
（1時間ステップ）

TAPE
PROTECT
（カメラ）

撮影一時停止の状態で、約5分が経過する
と自動的に本機はテープ保護モードに入り
ます。この項目では、どのようなテープ保
護モードにするかを選択します。
POWEROFF：
本機の電源をOFFの状態にします。

STBY：
シリンダーヘッドを停止状態にします。

USER FILE
（カメラ）
（VCR）

LOAD：
前回保存されたユーザーファイルの設定
値を読み出します。

SAVE：
変更したユーザーファイルの設定値を保
存します。

INITIAL ：
ユーザーファイルの設定値を工場出荷時
の状態に戻します。

O LOAD や INITIAL を行ったときは、設
定値を有効にするために、本機の
POWER スイッチを OFF にし、再度
ONにしてください。
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画面表示

カメラモード/VCRモード

1カウンター表示
COUNTER ボタンを押す毎に、下記のデー
タに切り替わります。
COUNTER：
カウンター値

M COUNTER：
メモリーストップモードのカウンター値

TC：
タイムコード値
タイムコード値がテープから正しく読み
取れなかったときには、[TC2] を表示し
ます。
ドロップフレームモード運用していると
きは、秒とフレームの間のコロンが「 . 」
になります。

UB：
ユーザーズビット値
ユーザーズビット値がテープから正しく
読み取れなかったときには、[UB2] を表
示します。

FR：
撮影するフレームレート情報
FR 60I ：標準（60i インターレース）

モード（60フィールド/秒）
FR 30P ：30P プログレッシブモード

（30フレーム/秒）
FR 24P ：24P プログレッシブモード

（24フレーム/秒）
FR 24PA ：24P アドバンスドモード

（24フレーム/秒）
FR 24P と FR 24PA のモードのとき
は、最終桁にフレーム変換のシーケンス
情報を表示します。

2 AWB/ABB動作状態表示
オートホワイトバランスやオートブラックバ
ランスの動作状態を表示します。

3 AWBエラー表示
LOW LIGHT：

オートホワイトバランス調整時、輝度が
低すぎるときに表示します。

4記録時間モード表示（SP/LP）

5スクイーズ記録表示
設定メニュー CAMERA SETUP 画面の
ASPECT CONV 項目で SQUEEZE を選択
して（45ページ参照）スクイーズ記録を行
っているときや、スクイーズ記録された映像
を再生しているときに表示します。

6設定切り替え表示
スイッチを切り替えたり、ボタンを押して設
定を切り替えたときに、切り替わった設定を
表示します。

7オートアイリス制御状態表示
STD ：標準オートアイリス制御
SPOT：スポットライト用のオートアイリ

ス制御
BACK：逆光補正用のオートアイリス制御

A I – P A U S E U S E R - 1
DV

ALC

O T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 0 0 Z 7 8
S P

2 4 P A M F 2 5
S Q U 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 MA C R O

2 2 2 22 2 2 2 P 3.2 K
2 2 2 2 2 2 2 22 2 2 2 2 2 2 F 5 . 6

1 8 dB
S P O T L OW L I G H T ND 1/ 64
1/ 1 2 3 . 4 ND 1/ 64

0 3
I N D E X

A U G 3 1 2 0 2 3 : 5 9 : 5 9
4 8 K 2 2m i nCH1

CH2

4

7

6

3

2

1

 

5

マーカー
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画面表示

：

ミラーモードで対面撮影を行っていると
きに、本機に異常が発生すると点灯しま
す。
：

カレンダー用の内蔵電池が消耗している
ときに点灯します。

>ズームポジション表示
Z00（広角最大）～ Z99（望遠最大）でズ
ームポジションを表示します。

? AWB情報表示
ホワイトバランスの情報を表示します。

@フォーカス制御情報表示
99 ～ 00 でフォーカス制御情報を表示しま
す。

95（焦点距離：無限大）
：
50（焦点距離：約1m）
36以下（マクロ範囲）
：
00（焦点距離：約2cm）

O ズームポジションにより、マクロ範囲に
ならないことがあります。
また、ズームポジションにより、マクロ
範囲の下限値が異なることがあります。

Aマクロ制御表示

Bアイリス表示
F 値を表示します。

A I – P A U S E U S E R - 1
DV

ALC

O T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 0 0 Z 7 8
S P

2 4 P A M F 2 5
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 MA C R O

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 P 3.2 K
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 F 5 . 6

1 8 dB
S P O T L OW L I G H T ND 1/ 64
1/ 1 2 3 . 4 ND 1/ 64

0 3
I N D E X

A U G 3 1 2 0 2 3 : 5 9 : 5 9
4 8 K 2 2m i nCH1

CH2

< @

B

>

A

?

= ;

:

8

9

S Q U

:オーディオ・サンプリング周波数表示

;シーンファイル名表示

<プログレッシブ表示
プログレッシブモードで撮影するときのフレ
ームレート情報を表示します。

=ワーニング情報表示
REMOTE：

ワイヤレスリモコンの機器設定が違う場
合、点滅します。
：

本機内部に結露が発生したときに点灯し
ます。
：

シリンダーヘッドが汚れているときに点
滅します。
：

カセットテープが挿入されていないとき
や記録禁止状態のときに点滅します。

8シャッタースピード表示
通常は、シャッタースピードを表示します。
スローシャッター時はSLOWと表示します。
ZEBRA ボタンを押してマーカーを表示して
いるとき（20 ページ参照）は、画面中央付
近の映像レベルを0%～99%で表示します。
99%を越えるときは、「99%::」を表示し
ます。

9オーディオレベルメーター表示

CH1
CH2

–12 dB–34 dB 0 dB
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mmm dd yyyy hh:mm:ss

画面表示

月：
JAN（1月）、FEB（2月）、MAR（3月）、
APR（4月）、MAY（5月）、JUN（6月）、
JUL（7月）、AUG（8月）、SEP（9月）、
OCT（10月）、NOV（11月）、DEC（12月）

日

年：
2002・・・2089

時： 24時間表示

分

秒

Gバッテリー残量表示
バッテリーの残量が少なくなるにつ
れ、 5 5 5

5 5 と変わります。
容量が無くなると、 （ ）が点
滅します。
（ACアダプター使用時に 以外が表
示される場合がありますが、問題ありません）

Hテープ残量表示
テープ残量の計算中は無表示になります。
また、間欠記録やスロー再生を行っていると
きは、テープ残量が表示されません。

I手ぶれ補正（ ）表示
手ぶれ補正機能がONに設定されているとき
に表示します。

Jバックアップ用機器の状態表示
DV端子に接続されている、バックアップ機
器の状態を表示します。
設定メニューOTHER FUNCTIONS画面の
DV CONTROL 項目を、OFF に設定してい
ると表示しません。
DVO ：記録
DV ; ：記録待機

：バックアップ機器が制御できない

状態
DV ：バックアップ機器が未接続
DV－－：バックアップ機器は接続されてい

ますが、記録や記録待機状態にな
っていない

A I – P A U S E U S E R - 1
DV

ALC

O T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 0 0 Z 7 8
S P

2 4 P A M F 2 5
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 MA C R O

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 P 3.2 K
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 F 5 . 6

1 8 dB
S P O T L OW L I G H T ND 1/ 64
1/ 1 2 3 . 4 ND 1/ 64

0 3
I N D E X

A U G 3 1 2 0 2 3 : 5 9 : 5 9
4 8 K 2 2m i nCH1

CH2

J

F

I

GH

 

D
C

E

S Q U

Cゲイン表示
設定されている映像アンプのゲイン値を表示
します。

D NDフィルター表示
選択しているNDフィルターを表示します。
[ND －－] が表示しているときは、ND
FILTER スイッチがずれているとき（OFF、
1/8、1/64 以外の位置）に表示されます。
ND FILTER スイッチの位置を確認してくだ
さい。

E推奨NDフィルター表示
現在の撮影条件下で、推奨するNDフィルタ
ーを表示します。

F日付と時刻表示
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画面表示

Nインデックス記録表示
記録中に、あらかじめ INDEX 機能を割り当
てた USER ボタンを押して、インデックス
信号を記録するときに点灯します。
記録の前に INDEX ボタンを押すと、点滅し
ます。（インデックス信号記録の待機状態）

O AUTOボタン動作表示
AUTO ボタンを押したときに、設定メニュ
ーの AUTO SW 画面で設定された機能が動
作しているときに表示します。

K動作状態表示
REC ：記録
O ：記録（対面撮影時）
PAUSE ：記録待機
O; ：記録待機（対面撮影時）
;; ：再生一時停止
STNDBY ：スタンバイ（シリンダーヘッ

ドを停止）
A. DUB ;;：アフレコ記録待機
A. DUB 11：アフレコ記録
11 ：再生
55（66）：早送り/早送り再生

（巻き戻し/巻き戻し再生）
??11（22??） ：スロー再生

（逆方向スロー再生）
CHK ：レックチェック
99（::）：頭出し（逆方向頭出し）
;;11（22;;）：コマ送り再生

（逆方向コマ送り再生）
BLANK ：ブランクサーチ
REC END：レックエンドサーチ
×11/×55（×22/×66）：
可変速サーチ（逆方向可変速サーチ）

L間欠記録表示
設定メニューRECORDING SETUP画面の
INTERVAL REC 項 目 を、 ON ま たは、
ONE-SHOTに設定したときに表示します。

Mマイクレベル自動制御表示
設定メニューRECORDING SETUP画面の
MIC ALC 項目を、ON に設定したときに表
示します。

A I – P A U S E U S E R - 1
DV

ALC

O T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 0 0 Z 7 8
S P

2 4 P A M F 2 5
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 MA C R O

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 P 3.2 K
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 F 5 . 6

1 8 dB
S P O T L OW L I G H T ND 1/ 64
1/ 1 2 3 . 4 ND 1/ 64

0 3
I N D E X

A U G 3 1 2 0 2 3 : 5 9 : 5 9
4 8 K 2 2m i nCH1

CH2

M

N

LO K

 

S Q U
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P警告表示
UNPLAYABLE TAPE
（OTHER FORMAT）

テープフォーマットが違うため、再生す
ることができません。

COPY INHIBITED
コピーガードされている入力信号なので、
正しく記録することができません。

UNABLE TO A. DUB
(LP RECORDED)
LP モードで記録されているテープなの
で、アフレコを行うことができません。

INCOMPATIBLE TAPE
規格が違うテープ（データ保存用テープ
など）なので、使用することができませ
ん。

EXTERNAL
DV DISCONNECT

設定メニュー OTHER FUNCTIONS 画
面の DV CONTROL 項目を EXT に設定
して、DV端子に外部機器を接続しないで
撮影を行ったときに表示します。

AUTO OFF
テープ走行系の異常が発生したときに、
AUTO OFF を表示します。
AUTO OFF が表示したときは、本機の電源
が自動的にOFFになります。
CYLINDER LOCK
LOADING LOCK
UNLOADING LOCK
T REEL LOCK
（テイクアップリールロック）
S REEL LOCK
（サプライリールロック）

WARNING
カ メ ラ 系 の 異 常 が 発 生 し た と き に 、
WARNINGを表示します。
FOCUS LOCK（フォーカス動作異常）
PSD NG（手ぶれ検出異常）
GYRO NG（手ぶれ補正制御異常）

Q USERボタン情報表示
モードチェックボタンを押している間、
USER ボタンに割り当てた機能を表示しま
す。

Rモニタ音量レベルメーター表示
AUDIO MON/VAR ボタンを押すと、内蔵
スピーカーとPHONESジャックから出力さ
れる音量のレベルメーターが表示されます。

S Q U

A I – P A U S E U S E R - 1
DV

ALC

O T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 0 0 Z 7 8
S P

2 4 P A M F 2 5
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 MA C R O

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 P 3.2 K
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 F 5 . 6

1 8 dB
S P O T L OW L I G H T ND 1/ 64
1/ 1 2 3 . 4 ND 1/ 64

0 3
I N D E X

A U G 3 1 2 0 2 3 : 5 9 : 5 9
4 8 K 2 2m i nCH1

CH2

P
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2

Q

V O L UM E – ? ? ? ? ? ? – – +R



59

画面表示

Sサーチ番号表示
インデックスサーチを行ったインデックス番
号を表示します。（S1～S9）

T手ぶれ補正 表示
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
CAMERA DATA 項目を ON に設定してい
ると、手ぶれ補正モードで撮影した場合、カ
メラデータとしてテープ再生時にも を表
示します。

Uアイリス表示
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
CAMERA DATA 項目を ON に設定してい
ると、撮影時の F値が、カメラデータとして
テープ再生時にも F値を表示します。

Vゲイン表示
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
CAMERA DATA 項目を ON に設定してい
ると、撮影時のゲイン値が、カメラデータと
してテープ再生時にもゲイン値を表示しま
す。

Q U

1 7 S 1
T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 0 0

S P
F 5 . 6

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2

2 2 2 2

1 8 dB

4 8 K 2 2m i n
0 3A U G 3 1 2 0 2 3 : 5 9 : 5 9

CH1
CH2

U

S

T

VS

VCRモード
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表示項目 MODE CHKボタン
ALL PARTIAL OFF

OTHER DISPLAY項目の設定

表示の選択
ビューファインダーや液晶モニター画面に表示する下記の項目は、MODE CHK ボタンを押したと
きや、設定メニューDISPLAY SETUP画面のOTHER DISPLAY項目（51ページ）の設定によ
り表示します。

1カウンター表示 ≤ == == ==

4記録時間モード表示（SP/LP） ≤ ≤
k（カメラ）

≤（VCR）
k

7オートアイリス制御状態表示 ≤ ≤ ≤ k

5スクイーズ記録表示 ≤ ≤ k k

8シャッタースピード表示 ≤ ≤ ≤ k

9オーディオレベルメーター表示 ≤ == == ==

;シーンファイル名表示 ≤ ≤ k k

<プログレッシブ表示 ≤ ≤ k k

>ズームポジション表示 ≤ == == ==

?AWB情報表示 ≤ ≤ ≤ k

@フォーカス制御情報表示 ≤ == == ==

Bアイリス表示 ≤ ≤ ≤ k

Cゲイン表示 ≤ ≤ k k

DNDフィルター表示 ≤ ≤ k k

E推奨NDフィルター表示 ≤ ≤ ≤ k

F日付と時刻表示 ≤ == == ==

Gバッテリー残量表示 ≤ == == ==

Hテープ残量表示 ≤ == == ==

:オーディオ・サンプリング周波数表示 ≤ ≤
k（カメラ）

≤（VCR）
k

I手ぶれ補正表示 ≤ ≤ ≤ k

Mマイクレベル自動制御表示 ≤ ≤ k k

OAUTOボタン動作表示 ≤ ≤ ≤ k

QUSERボタン情報表示 ≤ k k k

≤ ：表示する。
k ：表示しない。

==：他の設定により表示を行います。
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外部機器の接続

$ 外部機器を接続して、外部機器の映像信号
や音声信号を本機に入力する場合、外部機
器の出力端子に接続します。

$ 外部機器を接続して、本機の映像信号や音
声信号を外部機器に出力する場合、外部機
器の入力端子に接続します。

OS-VIDEO IN/OUT 端 子 と VIDEO IN/
OUT 端子の両方に映像信号が入力されて
いる場合、S-VIDEO IN/OUT 端子の信号
が優先されます。

Oアフレコを行うとき以外は、S-VIDEO
IN/OUT端子やVIDEO IN/OUT端子に映
像信号が入力されていないと、音声信号を
記録することができません。

$ DV 端子が搭載されているデジタルビデオ
機器を接続して、映像信号や音声信号、ま
た、タイムコードなどを、デジタルで伝送
することができます。

ODV端子にDVケーブル（IEEE1394）を
接続したときに、外部から強い負荷を加え
ないでください。端子が破損することがあ
ります。

ODV ケーブルを接続するときや外すとき
は、必ず接続する機器の電源を切ってから
行ってください。

O6 ピンタイプのDV端子を使用している機
器と接続する場合、DVケーブルと端子の
形状をよく確認して接続してください。逆
に接続すると、本機内部の部品が破損し、
故障の原因となります。
またDVケーブルは、6ピンタイプのDV
端子を使用している機器を先に接続してく
ださい。

O 外部機器からの信号を記録する場合、映像信
号が入力されていることを確認してから記録
を行ってください。

O 外部機器から信号を記録しているときは、外
部機器側で出力を停止したり、ケーブルを抜
かないでください。再度記録を行うときに認
識できないことがあります。

6 pin
タイプ

4 pin
タイプ

4 pin
タイプ

または
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外部機器の接続

$ オーディオ機器を接続する場合、INPUT
1 スイッチまたは、INPUT 2 スイッチを
LINEの位置にします。
入力レベルは、0dBuです。
記録レベルは、AUDIO コントロールつま
みで調整します。

$ 外部マイクを接続する場合、INPUT 1 ス
イッチまたは、INPUT 2 スイッチをMIC
の位置にします。
O設定メニューRECORDING SETUP画
面のMIC GAIN 1 項目とMIC GAIN 2
項目で、入力レベル（－ 50dBu と
－60dBu）を設定します。

O外部マイクを本機のマイクロホンシュー
に取り付ける場合は、付属のマイクホル
ダーとマイクホルダーアダプターを使用
してください。

O外部マイクの信号を CH1 と CH2 に入力
するときは、外部マイクを INPUT 2 端子
に接続し、CH1 SELECT スイッチと
CH2 SELECT スイッチの両方を INPUT
2の位置にしてください。（19ページ参照）

INT(L)
INPUT 1
INPUT 2

CH 2 SELECTCH 1 SELECT
INT(R)

INPUT 2

INPUT 1 INPUT 2

6 mm
(XSB4+6FZ)

12 mm
(XSB4+12FZ)

マイクホルダー
アダプター

マイクホルダー
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撮影

準備と点検

撮影の前に、本機が正常に動作することを確認
してください。
また、撮影条件に合わせて、機材の確認をして
ください。

$ バッテリー
充電済みのバッテリーを用意します。また、
予備のバッテリーを 1 本用意されることを
お奨めします。

$ カセットテープ
カセットテープが記録できる状態のテープか
確認してください。
O 誤消去防止状態になっていないか。
O 大切な映像が記録されていないか。
O カセットホルダーが確実に閉じているか。

$ ビューファインダー
ファインダーの視度調整ができているか確認
してください。

$ ズーム/フォーカス/アイリス
O モータードライブでのズーム操作と手動
でのズーム操作ができることを確認して
ください。

O オートフォーカスと手動でのフォーカス
が動作することを確認してください。

O オートアイリスと手動でのアイリスが動
作することを確認してください。

$ タイムデータ
O カレンダーや時刻が正しいか確認してく
ださい。

O タイムコードやユーザーズビットが正し
く設定されているか確認してください。

$ 外部機器
O 接続している外部機器が正常に動作する
か確認してください。

O 外部機器が正しく接続されているか確認
してください。

通常の撮影
本機の POW E R スイッチを ON にし、
START/STOPボタンで撮影と撮影一時停止を
切り替えます。
ローアングルで撮影するときは、ハンドル側の
START/STOPボタンで撮影を行うことができ
ます。

レックチェック
撮影一時停止状態のときに REC CHECK ボタ
ンを押すと、停止していた直前約2秒間の映像
と音声を再生し、元の位置で撮影一時停止状態
になります。
O 1秒間以上記録されていない場合は、レック
チェック機能は使用できません。

O バックアップ機器を接続してバックアップ映
像を記録している場合、このレックチェック
の映像が記録されてしまいますので、ご注意
ください。

START/STOPボタン

REC CHECKボタン



64

撮影

対面撮影
液晶モニターを開き、レンズ側に 180 度回転
させて撮影者自身を録画すると、撮影した画像
が普段と異なる印象を持つ場合があります。
設 定 メ ニ ュ ー DISPLAY SETUP 画 面 の
SELFSHOOT 項目でMIRRORを選択すると、
液晶モニターには、左右が反転した映像が表示
され、鏡を見ているイメージで撮影ができます。
ただしミラーモードで撮影を行っても、記録さ
れた映像は通常に撮影されたものと同じです。
鏡に映した状態では記録されません。
ミラーモードで撮影する場合、ビューファイン
ダーや液晶モニターに表示される情報が下記に
制限されます。

O ：撮影
O; ：撮影一時停止

：バッテリー残量表示

：警告表示
を表示した場合、液晶モニターを元に戻し

て、警告表示の内容を確認してください。

インデックス記録
（USER ボタンに INDEX を割り当てたとき）
撮影や記録の最中に INDEX ボタンを押すと、
インデックス信号がテープに記録されます。
また、撮影や記録の一時停止状態のときに
INDEX ボタンを押すと、インデックス信号の
記録待機状態になります。
撮影や記録を開始すると、インデックス信号が
テープに記録されます。
インデックス信号を記録することで、再生時に
検索（インデックスサーチ）することができま
す。

USERボタンの活用
USER1 ～ 3ボタンには、11種類の機能から
1つの機能をそれぞれのボタンに割り付けるこ
とができます。
被写体に合わせて、撮影する条件を瞬時切り替
えることや、フェード効果を映像に加えること
ができます。
詳しくは、設定メニュー SW MODE 画面の
USER1 ～ 3項目（46ページ）を参照してく
ださい。

間欠記録
間欠記録には、一定時間おきに撮影するモード
と、コマ撮り撮影モードの2種類があります。
1設定メニューRECORDING SETUP画面の
INTERVAL REC項目で、間欠記録の撮影モ
ードを設定します。（50ページ）
O プログレッシブの 24P モードや 24P
(ADV) モードに設定されている場合は、
INTERVAL REC項目が設定できません。

2 REC TIME項目で記録時間を設定します。
3 INTERVAL TIME 項目で待機時間を設定し
ます。

4 START/STOP ボタンを押すと、間欠記録
の撮影モードで記録を開始します。

5 OPERATION レバーを $ 方向に倒すと、
「I －」が点滅して間欠記録を一時停止状態に
なります。
O 間欠記録中は、他の操作を受け付けませ
ん。

O 間欠記録中は、テープ残量が表示されま
せん。

間欠記録モードを設定しても、電源を OFF に
したときは、間欠記録モードが OFF に戻りま
す。
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バックアップ記録
DV 端子に接続した外部機器に、本機のカメラ
映像を記録し、自動的にバックアップ記録を行
うことができます。
O 設定メニューOTHER FUNCTIONS画面の
DV CONTROL 項目と DV CMD SEL 項目
で、外部機器の制御方法を設定してください。
（52ページ参照）

バックアップ記録を行う場合は、次のことに
注意してください。
Oメニュー項目の設定は、電源を OFF にし
ても記憶されているため、バックアップ記
録を行った設定のまま本機を使用すると、
接続機器のテープに映像を上書きしてしま
うことがあります。
バックアップ記録を行った後は、メニュー
項目の設定を確認してから本機を操作して
ください。

Oバックアップ記録を行う外部機器として、
もう1台の AG-DVX100Aを使用する場
合、外部機器側の DV CONTROL 項目を
OFF に設定し、VCR モードにして使用し
てください。

Oバックアップ記録を行う場合、2台以上の
外部機器を接続すると正しく動作しないこ
とがあります。

O接続するときの IEEE1394 ケーブルの長
さは、4.5mまでにしてください。

Oバックアップ記録を行うときは、外部機器
でDV信号を記録できる状態にしておいて
ください。

ODV CONTROL 項目（52 ページ）で
「CHAIN」を設定してバックアップ記録を
行うと、撮影中に本機のテープが終端付近
になったときに、記録待機状態にしている
バックアップ用の機器で、自動的に記録を
開始します。
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従来の 24P [2 ： 3] 変換方式で編集を行う場
合、図の [BoCe] [CoDe] [FoGe] [GoHe] フ
レームでは、異なるコマの映像を伸張するため、
画質の劣化が多くなります。
24P アドバンス変換方式では、図の [BoCe]
[FoGe] のフレームを間引くことで、24Pモー
ドの画質劣化が少ない映像を得ることができま
す。
また、アドバンス変換方式に対応した編集シス
テムを使用すると、24P モードに比べ、画質
の劣化が少ない編集が実現できます。
O アドバンス変換方式に対応した編集システム
を使用しない場合は、通常の 24P モードで
撮影を行ってください。

プログレッシブ撮影
設 定 メ ニ ュ ー SCENE FILE 画 面 の
PROGRESSIVE 項目（44 ページ）で、プロ
グレッシブモードを選択することができます。

30Pモード：
30 コマ/秒のプログレッシブモードで撮影
を行います。
映像信号は、30 コマ/秒の画像を 60 フィ
ールドインターレース信号に変換し、出力や
記録が行われます。
ずれのない高画質な静止画を得ることができ
ます。

24Pモード：
24 コマ/秒のプログレッシブモードで撮影
を行います。
映像信号は、24 コマ/秒の画像を一般的な
[2： 3] 変換方式で60フィールドインター
レース信号に変換し、出力や記録が行われま
す。
映画感覚の映像を得ることができます。

24Pアドバンスモード：
24 コマ/秒のプログレッシブモードで撮影
を行います。
映像信号は、24 コマ/秒の画像を、アドバ
ンス変換方式で60フィールドインターレー
ス信号に変換し、出力や記録が行われます。

60 i

A B C D E F G H24 PA

AoAeBoBeBoCeCoCeDoDeEoEe Fo Fe FoGeGoGeHoHe

60 i

24 P A B C D E F G H

AoAeBoBeBoCeCoDeDoDeEoEe Fo Fe FoGeGoHeHoHe

60 i AoAeBoBeCoCeDoDeEoEe Fo FeGoGeHoHe Io Ie Jo Je

30 P A B C D E F G H I J

プログレッシブモードで撮影を行う場合は、
次のことに注意してください。
Oゲイン18dBにはできません。
Oプログレッシブモードを切り替えたとき
に、映像の同期信号が一瞬乱れます。

Oシャッタースピードを1/50（OFF）また
は、1/60 に設定されることをお奨めしま
す。

O24P モードと 24P アドバンスモードで
撮影を行うときは、5フレーム単位で記録
を行うため、記録を開始するタイミングが
少し遅れることがあります。
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再生

通常の再生
POWER スイッチを ON にし、CAMERA/
VCR ボタンを押して、VCRモードに切り替え
ます。
OPERATION レバーや付属のワイヤレスリモ
コンで、通常の再生操作を行うことができます。

ブランクサーチ
VCR モ ー ド の と き に EVF DTL/END
SEARCH ボタンを押すと、無記録部分を検索
することや、撮影した最後の部分を検索するこ
とができます。
詳しくは、EVF DTL/END SEARCH ボタン
（14ページ）を参照してください。

インデックスサーチ
テープに記録されたインデックス信号を検索し
ます。
インデックスサーチは、付属のワイヤレスリモ
コンで行うことができます。
O テープの再生中にワイヤレスリモコンの
INDEX ボタン（9 または:）を押しま
す。
ビューファインダーや液晶モニターの画面に
[S1] が表示されて、次の場面の頭出しを始
めます。

O サーチを途中でやめる場合は、STOP ボタ
ン（$）を押します。

O 頭出し動作開始後、INDEX ボタンを押す毎
に、[S2] [S3] が表示され、2 場面目以降
の頭出しをすることができます。頭出しをす
ると、その部分から再生を始めます。（頭出
しの指定ができるのは、前後 9 場面目まで
です）
インデックスとインデックスの間隔が 1 分
以内の場合は、うまく働かないことがありま
す。

可変速サーチ
再生速度変えて、場面を検索します。
O テープの再生中に、OPERATION レバーを

1 の方向に倒すと、可変速サーチモードに
なり、ビューファインダーや液晶モニターに
[1 ×] が表示され、× 1 倍速でテープを再
生します。このとき、音声は再生されません。

O AUDIO MON/VAR ボタンを押すと再生速
度が変化します。
再生速度は、AUDIO MON/VAR ボタンを
押す毎に1/5（LPモードは1/3）倍速、1
倍速、2 倍速、5 倍速、10 倍速、20 倍速
と変化します。

O ＋ボタンで正方向に速度を変化させ、－ボタ
ンで逆方向に速度を変化させます。

O リモコンの場合はVAR. SEARCHボタンを
押すと可変速サーチモードになり、SET の
[VB] ボタンで再生方向や再生速度を変化さ
せます。

O 通常の再生に戻すときは、OPERATION レ
バーを 1 の方向に倒します。

MENU

PUSH-SET

1

5

∫

6

3

4

;

OPERATIONレバー

EVF DTL/END SEARCHボタン

テープ保護モード
本機は、テープ保護のために再生一時停止や
記録一時停止の状態で、約5分が経過すると
自動的に停止状態になります。
ただし、低温時の再生一時停止状態では、停
止状態になる時間が早くなります。
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結露

内部に結露が起こったときの見わけかたと処置
のしかた
ビデオカメラの電源を入れた後、結露表示マー
ク が点滅したら、ビデオカメラ内に結露が
起こっています。この場合、数秒間経過すると
自動的に電源が切れます。
次の処置をしてください。

1カセットを出します。
その他の機能は働きません。結露の状態によ
っては、カセットが出せない場合があります。
この場合は、2 ～ 3 時間待ってから出して
ください。

2カセットホルダーを開けたまま、2 ～ 3 時
間待ちます。
待ち時間は、結露の状態や周囲の温度により
異なります。

3 2 ～ 3 時間後、電源を入れて、結露表示が
消えているかどうかを確かめます。
結露表示が消えていても念のため 1 時間ほ
ど待ってから使ってください。

結露表示が出る前にも結露にご注意ください。
O 結露は徐々に進行しますので、内部で結露が
始まってから10～ 15分間は、結露表示が
出ない場合があります。

O 特に温度が低い寒冷地では、露が凍結し、霜
になることがあります。このような場合は、
霜が溶けて露になるまでさらに 2 ～ 3 時間
ほどかかります。

ビデオヘッド

ビデオヘッドがよごれていると、再生したとき
に部分的にモザイク状のノイズが出たり、画像
全体が青くなります。
よごれがひどくなると、録画能力が低下し、最
悪の場合は録画ができなくなります。
ヘッドよごれが起こる原因
O 空気中のほこりの多さ。
O 高温、多湿な環境。
O テープの傷。
O 長時間の使用。

クリーニングカセットテープを使う（付属品）
1クリーニングテープをカメラレコーダに挿入
し、POWERスイッチをONにします。

2 CAMERA/VCR ボタンを押し、VCR ラン
プが点灯していることを確認します。

3 OPERATION レバーを 1 の方向に倒し、
10秒経過してから、$の方向に倒します。
（このときテープは巻き戻さないでくださ
い。）

4クリーニングテープを取り出し、他のテープ
で試しに録画・再生をし、画像をチェックし
ます。

5映像が鮮明でない場合、1～4の手順を繰
り返します。
（クリーニングテープは 4 回以上続けて使
用しないでください。）

O クリーニングテープは途中で巻き戻さないで
ください。テープの最後で巻き戻し、テープ
の始めから同様にもう一度使ってください。

O クリーニングしてもすぐにヘッドが汚れると
きはテープが劣化している場合がありますの
で、直ちに使用を中止してください。

O クリーニングテープを使いすぎると、ヘッド
摩耗の原因になります。摩耗すると、ヘッド
をクリーニングした直後でも映像がきれいに
再生されません。

O クリーニングテープを使用してもヘッド汚れ
が改善されない場合は、販売店での掃除・修
理が必要です。販売店にご相談ください。

定期点検
美しい画像をご覧いただくために、ビデオヘッ
ドなどの摩耗部品を、およそ使用 1000 時間
を目安に交換されることをおすすめします。
（ただし、温度、湿度、ほこりなどの使用環境
によって、この時間は大幅に異なります。）
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故障？と思ったら（Ｑ＆Ａ）

電源関係
Q1： 電源が入らない。
A1： バッテリーや ACアダプターは正しく

接続されていますか。接続を確認して
みてください。（25ページ）

Q2： 電源がかってに切れる。
A2： バッテリーの消耗やテープの摩耗を防

ぐために、撮影の一時停止状態が5分
以上続くと、自動的に電源が切れます。
設定メニュー OTHER FUNCTIONS
画面の TAPE PROTECT 項目を確認
してください。（53ページ）

Q3： 電源が入ってもすぐに切れる。
A3-1 ：バッテリーが消耗していませんか。

バッテリー残量表示が点滅していた
り、 の表示が出ている場合は、
バッテリーが消耗しています。
バッテリーを充電するか十分に充電さ
れたバッテリーを入れてください。
（24ページ）

A3-2 ：結露が発生していませんか。
寒い所から暖かい所にビデオカメラを
持ち込んだときなど、内部に結露が発
生することがあります。この場合は、
自動的に電源が切れ、カセット取り出
し以外の操作はできなくなります。結
露がなくなるまでお待ちください。
（68ページ）

バッテリー関係
Q1： バッテリーの消耗が早い。
A1-1 ：十分に充電されていますか。AC アダ

プターの CHARGE ランプが消灯する
まで充電してください。（24ページ）

A1-2 ：低い温度の所で使っていませんか。
バッテリーは、周囲の温度の影響を受
けます。低い温度の所では、使用時間
が短くなります。

A1-3 ：バッテリーが寿命になっていません
か。バッテリーには寿命があります。
寿命は使いかたによって変わります
が、十分に充電しても使用時間が短い
ときは、バッテリーの寿命です。

Q2： バッテリーが充電できない。
A2-1 ：DC コードが AC アダプターに接続さ

れていませんか。DC コードを接続し
ていると充電できません。

通常録画時
Q1： カセットテープを正しく入れているの

に録画できない。
A1-1 ：カセットテープの誤消去防止つまみが

開いていませんか。カセットテープに
ついている誤消去防止つまみが開いて
いる（SAVE側になっている）と録画
できません。（26ページ）

A1-2 ：カセットテープの終端（テープの一番
最後）位置になっていませんか。新し
いテープに交換してください。

A1-3 ： POWER スイッチが［ON］になって
いますか。

A1-4 ： VCRランプが点灯していませんか。
VCR モードのときは、撮影すること
ができません。

A1-5 ：カセットホルダーが開いていません
か。
カセットホルダーが開いていると、
VCRの操作ができません。

A1-6 ：結露が発生していませんか。結露が発
生していると、カセットテープの取り
出し操作以外はできなくなります。結
露がなくなるまでお待ちください。
（68ページ）

A1-7 ： AUTO OFF/T REEL LOCKが表示し
ていると、テープが切断していること
が考えられます。テープを確認してく
ださい。
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故障？と思ったら（Ｑ＆Ａ）

いろいろな録画時
Q1： 自動でピントが合わない。
A1-1 ：手動フォーカスモードになっていませ

んか。オートフォーカスモードにする
と自動でピントが合います。（15ペー
ジ）

A1-2 ：オートフォーカスモードでピントが合
いにくい場面を撮影していませんか。
オートフォーカスでは、ピントの合い
にくい場面があります。この場合は手
動フォーカスモードでピントを合わす
ことができます。
ピントの合いにくい場面
O遠くと近くのものを撮る
O汚れたガラスの向こうのものを撮る
O暗い場所を撮る
Oキラキラと光るものが周りにある
O動きの速いものを撮る
Oコントラストの少ないものを撮る

編集関係
Q1： アフレコができない。
A1-1 ：カセットテープの誤消去防止つまみが

開いていませんか。誤消去防止つまみ
が開いている（SAVE側になっている）
と編集できません。（26ページ）

A1-2 ： LP モードで撮影した部分に編集しよ
うとしていませんか。LPモードでは、
テープ上のトラック幅がヘッド幅より
狭いため、アフレコはできません。

表示関係
Q1： タイムコード表示がおかしくなる。
A1： 逆スロー再生をすると、タイムコード

表示のカウントが一定にならないとき
がありますが、故障ではありません。

Q2： テープ残量表示が実際のテープ残量と
合わない。

A2-1 ： 30 秒以下の連続撮影では、残量表示
が正確に出ません。

A2-2 ：実際のテープ残量より 2 ～ 3 分少な
い表示が出る場合があります。

再生関係（画像）
Q1： 再生ボタンを押しても再生できない。
A1： CAMERA/VCR ボタンを押して、

VCR ランプを点灯させていますか。
VCR ランプが点灯していないと、再
生系の操作はできません。（14ページ）

Q2： 早送り再生、巻き戻し再生をすると、
モザイク状のノイズが出る。

A2： デジタル特有の現象です。故障ではあ
りません。

Q3： テレビと正しく接続しているのに再生
画が出ない。

A3： テレビの入力切換が「ビデオ入力」に
なっていますか。テレビ側の説明書を
よくお読みになり、接続したビデオ入
力端子を選んでください。

Q4： 再生画像がきれいに映らない。
A4： 本機のヘッドが汚れていませんか。

ヘッドが汚れていると、再生画像がき
れいに映りません。
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故障？と思ったら（Ｑ＆Ａ）

その他
Q1： カセットテープの取り出しができな

い。
A1： 電源の供給はされていますか。

AC アダプターやバッテリーが正しく
入っていますか。
電源が供給されていると、POWERス
イッチを［ON］にしなくてもカセッ
トを取り出すことができます。

Q2： カセットの取り出し操作以外なにもで
きない。

A2-1 ：結露が発生していませんか。結露が発
生していると、カセットテープの取り
出し操作以外はできなくなります。結
露がなくなるまでお待ちください。
（68ページ）

A2-2 ： EJECT スイッチをスライドさせてカ
セットホルダーを開いた後、すぐにカ
セットホルダーを閉じると、イジェク
ト以外の操作が、行えなくなることが
あります。
このときは、再度、EJECT スイッチ
をスライドさせてカセットホルダーを
開き、カセットメカニズムがイジェク
ト動作を完了したことを確認してか
ら、カセットホルダーを閉じてくださ
い。

Q3： リモコンが働かない。
A3-1 ：リモコンのボタン電池が消耗していま

せんか。リモコンを本機のリモコンセ
ンサーの近くで操作しても動作しない
場合は、ボタン電池が消耗しています。
新しいボタン電池と交換してくださ
い。（23ページ）

A3-2 ：リモコンの設定は合っていますか。
リモコンと本機の［REMOTE］設定
が合っていないと、リモコンを操作し
ても動作しません。（23ページ）

Q4： 本機を前後に傾けたときに、カタカタ
と音がする。

A4： VCR モードのときや、POWER スイ
ッチが OFF のときは、カメラ部の構
造にカタカタと音がする部分がありま
す。故障ではありません。

再生関係（音声）
Q1： 本機のスピーカーから再生音声が出な

い。
A1： 本機の音量調整が小さくなりすぎてい

ませんか。VCR モード時に、AUDIO
MON/VAR ボタン＋を押して音量を
調整します。（18ページ）

Q2： 音声が重なって聞こえる。
A2： 設 定 メ ニ ュ ー P L A Y B A C K

FUNCTIONS 画面の 32K（12bit）
AUDIO 項目をMIX に設定していませ
んか。（48ページ）
設定メニュー RECORDING SETUP
画 面 の AUDIO REC 項 目 を 32K
（12bit）に設定して記録したテープ
にアフレコ編集すると、記録時の音声
と後から録音した音声が重ねて聞こえ
ます。それぞれの音声を別々に聞くこ
ともできます。（48ページ）

Q3： アフレコすると元の音声が消えてしま
った。

A3： 設定メニュー RECORDING SETUP
画 面 の AUDIO REC 項 目 を 48k
（16bit）に設定して撮影した部分に
アフレコすると元の音声が消えてしま
います。元の音声も残したい場合は、
撮影時に 32K（12bit）に設定して
撮影してください。（48ページ）
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お手入れについて

お手入れの際は、ベンジンやシンナーを使わな
いでください。
O ベンジンやシンナーを使うと、ビデオカメラ
本体が変形したり、塗装がはげるおそれがあ
ります。

O お手入れの際は、バッテリーを外しておくか、
AC コードをコンセントから抜いておきま
す。

O 柔らかい、清潔な布でビデオカメラを拭いて
ください。汚れがひどいときは、水でうすめ
た台所用洗剤にひたした布で汚れを拭き、乾
いた布で仕上げてください。

ビューファインダーのお手入れ
ビューファインダーの内部にホコリが付着した
場合、アイキャップホルダーを取り外して除去
してください。
O アイキャップホルダーの内側には、特殊処理
を施していますので、絶対に拭かないでくだ
さい。ホコリが付着したときは、エアーブロ
アなどで吹き飛ばしてください。

O アイキャップホルダーは、反時計方向に回し
て取り外します。このとき、少しビューファ
インダーを上向きにして行ってください。

O アイキャップホルダーを取り付けるときは、
アイキャップホルダーのマークを上方向に
し、時計方向に回して取り付けてください。

マーク

アイキャップホルダー
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アフターサービス

1. 保証書…内容のご確認と保存のお願い
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店」
等の記入を確かめて、お買い上げの販売店
から受け取っていただき、内容をよくお読
みのうえ、大切に保管してください。

2. 保証期間…お買い上げ日から、本体は1年間
取扱説明書および本体貼付ラベル等の注意
事項に従った正常なご使用状態で、保証期
間内に万一故障を生じた場合には、保証書
記載事項に基づき、販売店で「無料修理」
させていただきます。保証期間内でも次の
場合には、原則として有料にさせていただ
きます。

(ｲ) 使用上の誤りおよび不当な修理や改造によ
る故障および損傷

(ﾛ) お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落
下などによる故障および損傷

(ﾊ) 火災、地震、水害、落雷、その他天災地変
および公害、塩害、ガス害 (硫化ガスなど)、
異常電圧、指定外の使用電源 (電圧、周波
数) などによる故障および損傷

(ﾆ) その他指定外の使用条件で使用された場合
に生じた故障および損傷

(ﾎ) 他の接続機器および接続部材に起因して生
じた故障および損傷

(ﾍ) 別に指定する＊磨耗性の部品、あるいは付
属品の故障および損傷

アフターサービスについて

3. 補修用性能部品の最低保有期間
本機の補修用性能部品 (機能維持のために
必要な部品) の最低保有期間は、製造打ち
切り後8年です。

4. 修理を依頼される前に
この取扱説明書をよくお読みのうえ点検し
ていただき、なお異常があるときは、必ず
POWER スイッチを OFF にしてから、販
売店にお申しつけください。

5. ご転居・定期保守サービス等ご不明な点は、
お買い上げの販売店にご相談ください。

＊磨耗性の部品とは、下記部品類です。

O ビデオヘッド
O ピンチローラー
O 各種ブレーキ
O モーター類

O ゴムプーリー類
O ローラー類
O ヘッド類

定期保守のおすすめ

ビデオは
O 複雑なメカニズムで構成されており、ローラ
ー、ヘッドなどが数多く使用されています。

O これら部品は、使用時間が経過するにつれて
磨耗劣化し、故障の原因となります。

O また、ホコリ、ゴミなども安定した機能を妨
げ、トラブル発生の原因となります。

このため、単に将来の故障発生時に行うアフタ
ーサービスにとどまらず、総合的なサービス、
即ちビデオシステムの機能を正常に維持させ、
消耗部品などによる突発的な故障を未然に防ぐ
ために、保守サービス (メンテナンス) を定期的
に行うことが非常に大切であるといえます。定
期保守サービス (有料扱い) については、お買い
上げの販売店にご相談ください。
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定格

は安全項目です。

電源電圧 DC7.2/7.9V
消費電力
6.8W（ビューファインダー使用時）
7.8W（液晶モニター使用時）

動作周囲温度
0℃～＋40℃

動作周囲湿度
10%～85%（結露なし）

重量
1.69 kg（バッテリーや付属品を除く）

外形寸法（幅×高さ×奥行き）
139× 160× 364 mm

記録フォーマット
デジタルビデオSD仕様

テープフォーマット
Mini DV方式

記録ビデオ信号
525i（NTSC）
プログレッシブモードでは、525i に変換して
記録

撮影モード
60i（525i）、
プログレッシブモード（30P/24P/24Pアド
バンス）

記録オーディオ信号
PCMデジタル記録
16bit ： 48kHz/2ch
12bit ： 32kHz/4ch

記録トラック
デジタル・ビデオ/オーディオ：
ヘリカルトラック

タイムコード：
ヘリカルトラック（サブコード領域）

テープスピード
SPモード ：18.812 mm/秒
LPモード ：12.555 mm/秒

記録時間（AY-DVM60使用時）
SPモード ：60分
LPモード ：90分

使用テープ
6.35 mm幅メタルテープ

FF/REW時間
約85秒（AY-DVM60使用時）

撮像素子
CCD型固体撮像素子×3
（1/3インチ、インターライン型、プログレッ
シブ対応）

【総合】 画素数
総画素41万画素、有効画素38万画素（水平
画素ずらし方式）

レンズ
LEICA DICOMAR光学式手振れ補正レンズ、
電動/マニュアル切り替え10倍ズーム、
F1.6（f=4.5 ～ 45 mm）
（35 mm換算：32.5 ～ 325 mm）
色分解光学系
プリズム方式

NDフィルター
1/8、1/64

ゲイン切り替え
0/+3/+6/+9/+12/+18dB（60i モード）
0/+3/+6/+9/+12dB（プログレッシブモード）
（ただしスローシャッターモード時は0 dB固定）
シャッタースピード
プリセット
60i モード：
1/60 (OFF)、1/100、1/120、1/250、
1/500、1/1000、1/2000秒

30Pモード：
1/30、1/50 (OFF)、1/60、1/120、
1/250、1/500、1/1000秒

24P/24P (ADV) モード：
1/24、1/50 (OFF)、1/60、1/120、
1/250、1/500、1/1000秒

シンクロスキャン
60i モード ： 1/60.3 ～ 1/250.0 秒
30Pモード ： 1/30.1 ～ 1/250.0 秒
24P/24P (ADV) モード：

1/24.1 ～ 1/250.0 秒
スローシャッター
60i モード ： 1/4、1/8、1/15、1/30
30Pモード ： 1/4、1/8、1/15
24P/24P (ADV) モード：

1/6、1/12
最低被写体照度
3 lux（F1.6、ゲイン18dB、映像出力50 IRE）

レンズフード
広視野大型レンズフード

フィルター径
72 mm

液晶モニター
3.5 インチ、液晶カラーモニター、20万画素

ビューファインダー
0.44インチ、液晶カラービューファインダー、
18万画素

内蔵マイク
ステレオマイクロホン

内蔵スピーカー
20 mm丸形
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定格

【ビデオ】
サンプリング周波数
Y： 13.5MHz、PB/PR： 3.375MHz

量子化
8bit

ビデオ圧縮方式
DCT＋可変長符号

エラー訂正
リードソロモン積符号

【オーディオ】
サンプリング周波数
48kHz/32kHz

量子化
16bit/12bit

周波数特性
20Hz ～ 20kHz

ワウ・フラッター
測定限界値以下

【コネクター部】
VIDEO IN/OUT（入出力自動切り替え）
ピンジャック、アナログ・コンポジット入出力、
1.0 V [p-p]、75Ω

S-VIDEO IN/OUT（入出力自動切り替え）
S端子、Y/Cセパレート信号入出力、
Y：1.0 V [p-p]、C： 0.286 V [p-p]、
75Ω

AUDIO IN/OUT（入出力自動切り替え）
ピンジャック×2（CH1、CH2）
入力：316mV、ハイインピーダンス
出力：316mV、600Ω

DV
4ピン、デジタル入出力、IEEE1394規格に
準拠

INPUT 1、INPUT 2
XLR（3ピン）×2（CH1、CH2）、
LINE/MIC 切り替え、ハイインピーダンス
LINE ： 0 dBu
MIC ： －50dBu/－ 60dBu（メニューに

て切り替え）
DC INPUT
7.9 V

PHONES
ステレオ（3.5 mm径）

CAM REMOTE
ミニジャック（2.5 mm径）

【別売周辺機器】
ワイドコンバージョンレンズ
AG-LW7208G

16： 9コンバージョンレンズ
AG-LA7200G

XLRマイクロホン
AG-MC100G

ハードキャリングケース
AG-HT100G

ソフトキャリングケース
AG-SC100G

バッテリー
VW-VBD33（1500 mAh）
VW-VBD35（2700 mAh）
VW-VBD55
（5400 mAh：付属のバッテリーと同等品）
ACアダプターキット
AG-B15（付属のACコード・DCコード・
ACアダプターと同等品）

クリーニングテープ
AY-DVMCL

は安全項目です。

定格入力 100V－ 240V、50/60HZ
定格出力 8.4V、1.2A（充電時）

7.9V、1.4A（電源供給時）
入力容量
23VA（100V）/32VA（240V）充電時
25VA（100V）/35VA（240V）電源供給時

重量
160 g

外形寸法（幅×高さ×奥行き）
70× 44.5 × 116 mm

【ACアダプター】
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